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「雪上つな引き大会」

4月1日現在　口総人口4，194人（一44）口男2，04
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年中組

みんなで遊んでし、るところ　　おのづかさおりさん

ボ＿ルなげをしているところ　おのづかまことくん

亀

昭和62年

まつのやま㈱

なわとびをしているところ

ノ

「浄化槽設備士試験」

おのづかるみさん

に

塵

▼
二
月
の
で
き
ご
と

3
目
　
議
会
総
務
民
生
委
員
会

　
　
（
4
目
ま
で
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4
H
　
農
業
団
体
連
絡
協
議
会

8
H
　
松
之
山
ス
キ
i
競
技
大
会

　
　
κ
ト
チ
．
平
で
火
災

9
目
　
老
人
ク
ラ
ブ
会
議

　
　
農
協
合
併
協
議
会

m
H
　
水
川
農
業
確
立
対
策
推
進

　
　
協
議
会

m
H
　
交
通
安
全
講
習
会
（
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i
）

15

日
　
松
之
…
∴
二
省
・
松
里
・

　
　
浦
川
地
区
ス
キ
ー
大
会

16

日
　
議
会
総
務
民
生
委
員
会

　
今
年
は
暖
冬
で
、
比
較
的
し
の

ぎ
や
す
い
と
思
っ
て
い
た
ら
急
に

寒
の
戻
り
が
来
て
、
ま
た
、
す
っ

か
り
冬
に
逆
戻
り
。
寒
暖
の
差
が

激
し
過
ぎ
る
よ
う
で
す
ね
。

　
そ
の
せ
い
か
ど
ラ
か
、
悪
い
風

邪
が
流
行
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

身
体
を
大
切
に
し
て
ド
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
、
』
竿
業
・
人
学
・
就

職
な
ど
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
何

か
と
あ
わ
た
だ
し
い
H
々
が
続
き

ま
す
。
年
度
の
し
め
く
く
り
だ
け

は
キ
チ
ン
と
や
り
た
い
で
す
ね
。

　
誰
か
私
の
カ
ゼ
い
り
ま
せ
ん
か
ノ

　浄化槽法に基づく国家試験が6月7日に、

仙台・東京・名古屋・大阪・福岡で実施さ

れます。

受付期間は、3月28日から4月10日まで

となっていますので、受験を希望される方

は注意して下さい。

　尚、受験資格・必要書類など詳しい事は、

次の所にお聞き下さい。

〒102東京都千代田区麹町4丁目3番地

　麹町4丁目ビル5F
　財団法人　浄化槽設備士センター宛

戸籍の窓

おめでた

｛

たっろう

達郎ちゃん　上野　宏さんの長男（松之山）
しゅへき

淳輝ちゃん　竹内重廣さんの三男（湯之島）

お《寧み（男亡》

高橋ハツミさん　79歳（黒　倉）後

樋口為次郎さん　87歳（湯　山）又えん

石塚竹二郎さん　79歳（湯之島）平次郎

　※1月26日から2月25日までの届け出

　分です。
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まつのやま（2）

（3）まつのやま

昭和62年度一般会計予算決まる
展望のす　）い警轡

昭
和
山
ハ
＋

一
年
度
当
初
予
算
よ
り

九
・
三
五
％
の
増
！

　
昭
和
六
十
二
年
第
一
回
目
の
定

例
議
会
が
、
三
月
九
日
～
十
二
日

の
四
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、

昭
和
六
十
二
年
度
一
般
会
計
及
び

四
特
別
会
計
予
算
審
議
、
補
正
．

各
条
例
の
改
正
、
助
役
の
選
任
な

ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
本
年
度
の
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て
で
す
が
、
前
年
度
当

初
予
算
よ
り
九
・
三
．
五
％
、
二
億

二
、
四
三
五
万
五
千
円
多
い
総
額

二
六
億
二
、
四
一
七
万
二
千
円
の

予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
増
額
と
な
っ
た
主
な
物
は
、

今
年
秋
に
も
建
物
部
分
が
完
成
す

る
松
之
山
小
学
校
の
建
築
費
で
す
。

　
歳
入
の
内
訳
ー
、
で
は
、
地
方
交
付

税
が
前
年
度
よ
り
四
、
．
五
〇
〇
万

円
多
い
、
一
一
億
六
、
七
〇
〇
万

円
で
全
体
の
四
四
・
五
％
を
占
め
、

続
い
て
町
債
が
一
三
・
四
％
、
県

支
出
金
は
二
、
　
一
八
一
万
六
千
円

減
、
で
一
一
・
七
％
、
　
一
億
二
、
三

八
六
万
一
千
円
増
え
た
国
庫
支
出

金
が
一
〇
・
O
％
で
続
い
て
い
ま

す
。
歳
入
全
体
で
は
町
債
依
存
度

の
高
い
苦
し
い
予
算
と
な
っ
て
い

ま
す
．

　
歳
出
で
は
、
松
之
山
小
学
校
建

設
の
あ
る
教
育
費
が
、
前
年
度
予

算
よ
り
二
億
七
、
五
五
八
万
円
多

い
六
億
五
九
八
万
八
千
円
で
、
全

体
の
二
三
・
一
％
を
占
め
、
歳
出

項
目
の
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

続
い
て
農
林
水
産
業
費
で
す
が
、

各
種
事
業
の
完
了
等
に
よ
り
四
、

八
一
九
万
五
千
円
減
の
五
億
一
、

八
七
四
万
一
千
で
一
九
・
八
％
。

　
借
金
返
済
に
あ
た
る
公
債
費
が

前
年
よ
り
約
二
、
三
〇
〇
万
円
多

く
な
り
、
四
億
三
、
三
四
六
万
五

千
円
で
全
体
の
一
六
・
五
％
を
占

め
て
、
歳
出
の
三
番
目
と
な
っ
て

い
ま
す
。
歳
出
全
体
を
見
る
と
八

つ
の
．
項
目
で
前
年
よ
り
マ
イ
ナ
ス

の
予
算
が
組
ま
れ
て
お
り
、
厳
し

さ
が
伺
え
ま
す
。

　
本
年
度
末
の
起
債
見
込
み
総
額

は
、
二
七
億
七
千
万
円
を
越
え
、

町
民
一
人
当
り
約
六
四
万
円
の
借

金
と
な
る
見
込
み
で
す
。
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道
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一
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歳
　
　
　
　
　 地方交付税
入

町　謙難万＆椚（23．、％） 歳
出

11億6，700万円（44．5％）
　　　　　　　　　　　の
　　　　　　　　　　　　　　農林水産業費
　　　　　　　　　　　　　　5億1，874万1千円（19．8％） 民生費

1億3，254万9千円（5．1％

ム口 災害復旧費

町　　債
　3億5，070万円（13．4％）

8，541万9千円（3．3％
　　　公債費
　　　4億3，346万5千円（16．5％）

所
衛生費
　　7，998万1千円（3．0％

県支出金
　3億724万円（11．7％） 土木費

3億3，758万8千円L（12．9％）
商工費7，660万5千円
　　　　　（2．9％）

国庫支出金
　2億6，120万円（10．0％）

総務費
2億2，080万2千円（8．4％）

消防費7，190万6千円
　　　　　（2．7％）

町税1億7，435万円（6．6％） 議会費5，110万2千円
　　　　　（1．9％）

讐謹脇労2千円（8．5％） 労働費ほか
1，002万6千円（0．4％）

分担金及び負担金
　1億3，888万円（5．3％） 合計　26億2，417万 2千円

町／縦亀万8 椚’（23．、％

鷺藩翻千円（・9．8％）悠凝25、万，千円（5．1％

災害復旧費
　　8，541万9千円（3．3％

衛生費
　　7，998万1千円（3．0％

公債費
4億3，346万5千円（16．5％）

▽
町
道
改
良
・
舗
装
工
事
請
負
費

　
　
　
　
　
　
一
億
六
七
七
万
円

内
訳
（
改
良
）

○
束
川
藤
倉
天
水
越
線
四
六
〇
レ
旧

○
松
口
坪
野
線

　
　
（
舗
装
）

○
松
之
山
小
学
校
線

o
湯
本
兎
口
線

〇
三
省
校
大
荒
戸
線

○
松
口
坪
野
線

○
藤
倉
外
丸
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一
一
、

　
　
　
手

　
　
　
着

　
　
　
こ

　▽
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　i
　タ
　リ
　1
二除
　ニロ
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’〔台

1∫購
Il人

一
九
〇
眉

一
四
七
レ
“

璽
二
〇
レ
川

三
〇
〇
灯

一
九
〇
灯

一
二
〇
レ
旧

r
一
．
五
万
円

商工費7，660万5千円
　　　　　　　（2．9％）

木費
億3，758万8千円（12．9％

消・防費7，190万6千円
　　　　　　　　（2．7％）

費
2，080万2千円（8．4％

議会費5，110万2千円
　　　　　　（1．9％）

労働費ほカ・
1，002万6千円（0．4％）

今年度より

▽
消
防
n
動
庫
ポ
ン
プ
一
台
購
人

　
　
　
　
　
　
　
九
五
〇
．
刀
円

▽
ス
ク
ー
ル
、
、
ハ
ス
一
台
購
入
（
松

　
之
山
小
）
　
　
　
三
〇
〇
万
円

▽
松
之
山
小
学
校
建
設
事
業
費

　
　
　
　
四
億
二
、
四
四
二
万
円

▽
豊
か
な
心
を
育
て
る
教
育
活
動

　
推
進
費
　
　
　
　
　
二
六
万
円

▽
町
史
編
さ
ん
費
　
二
六
五
万
円

▽
公
債
費
の
返
済

o
、
、
兀
金
　
二
億
四
、
九
、
五
二
万
円

O
利
子
　
一
億
八
、
三
九
三
万
円

「町史編さん事業」1

特別会計予算

国民健康保険

　事業勘定　　3億4，284万円

　診療所勘定　2億2，392万3千円

老人保健　　　　2億3，519万8千円

簡易水道　　　　5，443万5千円

農業共済　　　5，009万8千円
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り
四
、

八
一
九
万
五
千
円
減
の
五
億
一
、

八
七
四
万
一
千
で
一
九
・
八
％
。

　
借
金
返
済
に
あ
た
る
公
債
費
が

前
年
よ
り
約
二
、
三
〇
〇
万
円
多

く
な
り
、
四
億
三
、
三
四
六
万
五

千
円
で
全
体
の
一
六
・
五
％
を
占

め
て
、
歳
出
の
三
番
目
と
な
っ
て

い
ま
す
。
歳
出
全
体
を
見
る
と
八

つ
の
．
項
目
で
前
年
よ
り
マ
イ
ナ
ス

の
予
算
が
組
ま
れ
て
お
り
、
厳
し

さ
が
伺
え
ま
す
。

　
本
年
度
末
の
起
債
見
込
み
総
額

は
、
二
七
億
七
千
万
円
を
越
え
、

町
民
一
人
当
り
約
六
四
万
円
の
借

金
と
な
る
見
込
み
で
す
。

兎
口
に
本
確
的
な

　
　
　
露
天
風
呂
を
建
設
ノ

▽
松
之
山
中
央
駐
車
場
整
備
舗
装

　
（
旧
東
北
電
力
跡
地
）

　
　
　
　
　
　
　
三
〇
〇
万
円

▽
赤
字
地
方
、
、
ハ
ス
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
〇
万
円

▽
更
正
図
再
製
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
三
五
〇
万
円

▽
松
之
山
町
長
・
議
員
選
挙
費
と

　
し
て
　
　
　
　
　
一
六
〇
万
円

▽
国
保
特
別
会
計
へ
繰
出

　
　
　
　
　
　
　
ふ
パ
O
O
万
円

鋳糞轍V
♪・　顧　　更衣多トーし

解洗灘ド
し
U
、纂一撫も漁
．
羅

漣呂贈想図

▽
ね
た
き
り
老
人
の
施
設
入
浴
委

　
託
料
　
　
　
　
　
　
約
五
万
円

▽
老
人
保
健
特
別
会
計
へ
繰
出

　
　
　
　
　
　
一
、
二
二
〇
万
円

▽
各
種
検
診
委
託
料
と
し
て

　
　
　
　
　
　
一
、
三
五
六
万
円

▽
ミ
ニ
ト
マ
ト
等
生
産
奨
励
金

　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
万
円

▽
獣
医
師
設
置
費
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
一
一
』
ハ
一
二
甲
刀
円

▽
中
尾
集
落
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

　
費
　
　
　
　
　
　
一
、
　
詣
ハ
一
二
．
五
一
r
刀
円

▽
土
地
基
盤
整
備
事
業
（
農
道
生

　
コ
ン
舗
装
）
二
、
二
九
〇
m

　
　
　
　
　
　
　
五
四
．
五
万
円

▽
大
厳
寺
高
原
に
ス
ベ
リ
台
一
基

　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
O
万
円

▽
林
道
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
ふ
る
さ

　
と
事
業
　
　
　
二
〇
万
円

▽
県
営
か
ん
ぱ
い
助
成
金

　
　
　
　
　
　
　
五
五
〇
万
円

▽
兎
口
一
口
．
万
井
流
末
処
理
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
万
円

▽
兎
口
露
天
風
呂
建
設
費

　
　
　
　
　
　
一
、
三
、
五
八
万
円

▽
部
落
道
生
コ
ン
舗
装
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
万
円

歳
　
　
　
　
　 地方交付税
入

町　謙難万＆椚（23．、％） 歳
出

11億6，700万円（44．5％）
　　　　　　　　　　　の
　　　　　　　　　　　　　　農林水産業費
　　　　　　　　　　　　　　5億1，874万1千円（19．8％） 民生費

1億3，254万9千円（5．1％

ム口 災害復旧費

町　　債
　3億5，070万円（13．4％）

8，541万9千円（3．3％
　　　公債費
　　　4億3，346万5千円（16．5％）

所
衛生費
　　7，998万1千円（3．0％

県支出金
　3億724万円（11．7％） 土木費

3億3，758万8千円L（12．9％）
商工費7，660万5千円
　　　　　（2．9％）

国庫支出金
　2億6，120万円（10．0％）

総務費
2億2，080万2千円（8．4％）

消防費7，190万6千円
　　　　　（2．7％）

町税1億7，435万円（6．6％） 議会費5，110万2千円
　　　　　（1．9％）

讐謹脇労2千円（8．5％） 労働費ほか
1，002万6千円（0．4％）

分担金及び負担金
　1億3，888万円（5．3％） 合計　26億2，417万 2千円

町／縦亀万8 椚’（23．、％

鷺藩翻千円（・9．8％）悠凝25、万，千円（5．1％

災害復旧費
　　8，541万9千円（3．3％

衛生費
　　7，998万1千円（3．0％

公債費
4億3，346万5千円（16．5％）

▽
町
道
改
良
・
舗
装
工
事
請
負
費

　
　
　
　
　
　
一
億
六
七
七
万
円

内
訳
（
改
良
）

○
束
川
藤
倉
天
水
越
線
四
六
〇
レ
旧

○
松
口
坪
野
線

　
　
（
舗
装
）

○
松
之
山
小
学
校
線

o
湯
本
兎
口
線

〇
三
省
校
大
荒
戸
線

○
松
口
坪
野
線

○
藤
倉
外
丸
線

　
　
　
　
　
一
一
、

　
　
　
手

　
　
　
着

　
　
　
こ

　▽
　口
　i
　タ
　リ
　1
二除
　ニロ
し臨ド

’〔台

1∫購
Il人

一
九
〇
眉

一
四
七
レ
“

璽
二
〇
レ
川

三
〇
〇
灯

一
九
〇
灯

一
二
〇
レ
旧

r
一
．
五
万
円

商工費7，660万5千円
　　　　　　　（2．9％）

木費
億3，758万8千円（12．9％

消・防費7，190万6千円
　　　　　　　　（2．7％）

費
2，080万2千円（8．4％

議会費5，110万2千円
　　　　　　（1．9％）

労働費ほカ・
1，002万6千円（0．4％）

今年度より

▽
消
防
n
動
庫
ポ
ン
プ
一
台
購
人

　
　
　
　
　
　
　
九
五
〇
．
刀
円

▽
ス
ク
ー
ル
、
、
ハ
ス
一
台
購
入
（
松

　
之
山
小
）
　
　
　
三
〇
〇
万
円

▽
松
之
山
小
学
校
建
設
事
業
費

　
　
　
　
四
億
二
、
四
四
二
万
円

▽
豊
か
な
心
を
育
て
る
教
育
活
動

　
推
進
費
　
　
　
　
　
二
六
万
円

▽
町
史
編
さ
ん
費
　
二
六
五
万
円

▽
公
債
費
の
返
済

o
、
、
兀
金
　
二
億
四
、
九
、
五
二
万
円

O
利
子
　
一
億
八
、
三
九
三
万
円

「町史編さん事業」1

特別会計予算

国民健康保険

　事業勘定　　3億4，284万円

　診療所勘定　2億2，392万3千円

老人保健　　　　2億3，519万8千円

簡易水道　　　　5，443万5千円

農業共済　　　5，009万8千円



1
卜
肉
ー

まつのやま（4）

3月定例議会

3月9日～12日開催

㌧
、鬼

第4回スキーカーニバル

好天に誘われ■

　
　
　
　
串

舞轡

、
一
懲
，
乱
麟

2，500人の人出でにぎわうレストハウス前には多くの人出が

町
助
役
を
選
任
し

　
　
収
入
役
を
廃
止
す
る

　
三
月
九
日
か
ら
十
二
日
ま
で
開

催
さ
れ
た
定
例
議
会
に
お
い
て
、

六
十
二
年
度
予
算
、
補
正
、
条
例

改
正
な
ど
二
予
八
議
案
が
審
議
可

決
さ
れ
ま
し
た
．

　
主
な
も
の
と
し
て
、
一
般
会
計

補
正
（
第
五
回
）
が
行
わ
れ
、
三

、
五
四
三
万
五
看
円
が
追
加
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
主
に
、
束
川
藤

倉
天
水
越
線
の
災
害
復
旧
工
事
費

の
た
め
の
も
の
で
す
。

　
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
二
・

三
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

　
条
例
関
係
で
は
、
議
員
定
数
が

次
回
の
選
挙
か
ら
地
方
白
治
法
の

規
定
に
よ
り
セ
六
名
に
減
少
さ
れ

ま
す
．

　
ま
た
、
収
入
役
を
置
か
な
い
条

例
が
可
決
さ
れ
、
収
人
役
の
事
務

は
助
役
が
兼
掌
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
今
ま
で
の
収
入
役
室
は
出

納
室
と
な
り
、
新
た
に
出
納
室
長

が
任
命
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
．　
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

　
八
，
年
で
四
回
目
を
迎
え
た
松
之

山
温
泉
ス
キ
ー
場
で
の
ス
キ
ー
カ

ー
ニ
バ
ル
が
、
良
く
晴
れ
た
三
月

二
ト
ん
H
の
H
曜
H
に
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
会
場
を
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

”
蛍
，
椿
”
の
前
に
移
し
て
の
カ
ー

ニ
バ
ル
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
町
内

外
か
ら
二
、
五
〇
〇
人
の
人
出
で

に
ぎ
わ
い
、
シ
ー
ズ
ン
最
後
の
一

日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
．

　
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
大
回
転
ス
キ
ー

大
会
に
は
…
し
○
名
の
参
加
が
あ

り
、
タ
イ
ム
を
競
い
合
い
ま
し
た

が
、
各
ク
ラ
ス
の
優
勝
者
に
は
カ

ザ
マ
の
ス
キ
i
板
が
贈
ら
れ
喜
こ

ば
れ
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
会
場
と
な
っ
た
中
，
椿
の

前
で
は
、
駐
車
場
側
に
”
味
の
名

糖苅・親寵
←繋騰灘v轟し．

匙
山
鞠
之
新
松
鶴O

正
、
診
療
所
医
師
旅
費
支
給
条
例
、

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
に

関
す
る
条
例
の
制
定
、
保
育
所
条

例
の
制
定
な
ど
の
他
に
、
ス
キ
i

場
の
リ
フ
ト
券
が
、
今
年
卜
二
月

一
日
か
ら
一
回
券
に
つ
き
二
〇
円

引
き
L
げ
ら
れ
、
　
一
し
○
円
に
改

定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
年
々
減
少

し
て
い
る
消
防
団
員
の
定
員
を
現

状
に
合
わ
せ
、
四
五
人
削
減
し
三

κ
O
人
と
定
め
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
、
総
合
計
画
の
変
更
、

過
疎
地
域
振
興
計
画
の
変
史
、
農

業
共
済
事
業
の
事
務
費
の
賦
課
・

無
事
戻
金
の
支
払
い
・
農
作
物
特

別
積
藍
金
の
取
り
崩
し
等
、
町
営

L
地
改
良
事
業
の
施
行
な
ど
が
審

議
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
町
道
の
全
面
的
見
直
し

が
行
わ
れ
、
　
一
六
二
線
が
廃
止
の

対
象
と
な
り
、
新
た
に
一
二
八
路

線
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
月
二
卜
八
日
開
催
さ
れ
た
臨

時
議
会
に
つ
い
て
は
、
κ
月
号
に

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

店
街
”
の
テ
ン
ト
が
ず
ら
り
と
並

び
、
地
．
垢
の
占
年
や
婦
人
の
方
々

が
ふ
る
さ
と
の
料
理
を
味
わ
っ
て

も
ら
お
う
と
、
売
り
込
み
に
一
生

懸
命
で
し
た
．

　
こ
の
味
の
名
店
街
、
サ
ー
ビ
ス

の
甘
酒
、
ラ
ビ
ッ
ト
ス
ー
プ
の
他

に
、
け
ん
ち
ん
汁
、
ア
ン
ボ
、
お

は
ぎ
、
串
餅
、
焼
島
、
イ
カ
焼
き
、

焼
そ
ば
等
々
、
年
々
品
数
が
豊
富

に
な
る
よ
う
で
す
．

　
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
ア
マ
チ

ュ
ア
バ
ン
ド
”
M
M
M
”
の
生
演

奏
、
新
堀
学
園
の
ギ
タ
ー
演
奏
、

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
が
次
か
ら
次
へ
と

出
さ
れ
、
観
客
を
釘
付
け
に
し
て

い
ま
し
た
、

　
チ
供
達
は
．
姫
、
中
宝
さ
が
し
ゲ

ー
ム
”
や
ボ
ブ
ス
レ
ー
を
楽
し
み
、

新堀学園のギター演奏に大きな拍手

4月12日は県議会議員の投票日

みんなで投票してくださいノ
．
」r

大
八
は
酒
一
升
早
飲
み
リ
レ
ー
と
、

今
年
か
ら
始
め
た
”
牽
、
L
つ
な
引

き
”
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
酒
一
升
早
飲
み
リ
レ
ー
に
は
八

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
そ
の
早
さ
を

競
い
ま
し
た
が
、
ス
ト
ロ
ー
に
穴

が
開
い
て
い
る
た
め
、
な
か
な
か

思
う
よ
う
に
吸
う
こ
と
が
出
来
な
　
・

い
よ
う
で
、
観
客
の
笑
い
を
さ
そ
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

っ
て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
き

　
八
’
年
が
最
初
の
．
雪
L
つ
な
引
弓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

き
大
会
”
に
は
ト
一
チ
ー
ム
が
参
つ

加
。
牽
、
の
L
と
い
う
こ
と
で
色
々
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪

な
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
続
出
し
て
楽
し
・

い
大
会
で
し
た
．
結
果
は
大
ベ
テ
回

ラ
あ
奈
島
チ
去
の
貫
禄
勝
第

ち
、
や
っ
ぱ
り
強
い
で
す
ね
。
　
　
▼

　
来
年
の
カ
ー
ニ
バ
ル
に
期
待
し

ま
し
よ
う
。

鮎
．

蕪

子供達に餅つきのサービス“よいレよっと、

　
四
月
ト
ニ
日
（
H
）
は
、
県
議

会
議
員
の
投
票
H
で
す
。

　
東
頸
城
も
定
貝
一
名
に
対
し
二

名
の
立
候
補
者
が
あ
り
、
文
字
通

り
保
・
革
一
騎
打
ち
の
選
挙
と
な

り
ま
し
た
．

　
身
近
な
選
挙
で
す
か
ら
棄
権
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
み
ん
な
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
H
に
や
む
を
得
な
い
理
由

で
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は
、
不

布
者
投
票
が
出
来
ま
す
の
で
、
印

か
ん
を
持
参
し
て
役
場
へ
お
い
で

く
だ
さ
い
．

　
出
H
の
投
票
時
問
は
、
午
前
七

時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
の
で
、

人
場
券
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
人
場
券
が
届
か

な
か
っ
た
り
、
な
く
さ
れ
た
場
合

で
も
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
は
投
票
で
き
ま
す
の
で
、

係
に
巾
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
責
任
あ
る
一
票
、
大
切
に
！

♪
　
、
、貰

　▽
　　許
溝を
一＿、」レ

溝
ゆ

㍉
、
鶏
、

”
酒
一
升
早
飲
み
”

避ノ
、
　鍵鰯
聲“
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卜
肉
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3月定例議会

3月9日～12日開催

㌧
、鬼

第4回スキーカーニバル

好天に誘われ■

　
　
　
　
串

舞轡

、
一
懲
，
乱
麟

2，500人の人出でにぎわうレストハウス前には多くの人出が

町
助
役
を
選
任
し

　
　
収
入
役
を
廃
止
す
る

　
三
月
九
日
か
ら
十
二
日
ま
で
開

催
さ
れ
た
定
例
議
会
に
お
い
て
、

六
十
二
年
度
予
算
、
補
正
、
条
例

改
正
な
ど
二
予
八
議
案
が
審
議
可

決
さ
れ
ま
し
た
．

　
主
な
も
の
と
し
て
、
一
般
会
計

補
正
（
第
五
回
）
が
行
わ
れ
、
三

、
五
四
三
万
五
看
円
が
追
加
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
主
に
、
束
川
藤

倉
天
水
越
線
の
災
害
復
旧
工
事
費

の
た
め
の
も
の
で
す
。

　
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
二
・

三
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

　
条
例
関
係
で
は
、
議
員
定
数
が

次
回
の
選
挙
か
ら
地
方
白
治
法
の

規
定
に
よ
り
セ
六
名
に
減
少
さ
れ

ま
す
．

　
ま
た
、
収
入
役
を
置
か
な
い
条

例
が
可
決
さ
れ
、
収
人
役
の
事
務

は
助
役
が
兼
掌
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
今
ま
で
の
収
入
役
室
は
出

納
室
と
な
り
、
新
た
に
出
納
室
長

が
任
命
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
．　
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

　
八
，
年
で
四
回
目
を
迎
え
た
松
之

山
温
泉
ス
キ
ー
場
で
の
ス
キ
ー
カ

ー
ニ
バ
ル
が
、
良
く
晴
れ
た
三
月

二
ト
ん
H
の
H
曜
H
に
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
会
場
を
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

”
蛍
，
椿
”
の
前
に
移
し
て
の
カ
ー

ニ
バ
ル
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
町
内

外
か
ら
二
、
五
〇
〇
人
の
人
出
で

に
ぎ
わ
い
、
シ
ー
ズ
ン
最
後
の
一

日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
．

　
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
大
回
転
ス
キ
ー

大
会
に
は
…
し
○
名
の
参
加
が
あ

り
、
タ
イ
ム
を
競
い
合
い
ま
し
た

が
、
各
ク
ラ
ス
の
優
勝
者
に
は
カ

ザ
マ
の
ス
キ
i
板
が
贈
ら
れ
喜
こ

ば
れ
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
会
場
と
な
っ
た
中
，
椿
の

前
で
は
、
駐
車
場
側
に
”
味
の
名

糖苅・親寵
←繋騰灘v轟し．

匙
山
鞠
之
新
松
鶴O

正
、
診
療
所
医
師
旅
費
支
給
条
例
、

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
に

関
す
る
条
例
の
制
定
、
保
育
所
条

例
の
制
定
な
ど
の
他
に
、
ス
キ
i

場
の
リ
フ
ト
券
が
、
今
年
卜
二
月

一
日
か
ら
一
回
券
に
つ
き
二
〇
円

引
き
L
げ
ら
れ
、
　
一
し
○
円
に
改

定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
年
々
減
少

し
て
い
る
消
防
団
員
の
定
員
を
現

状
に
合
わ
せ
、
四
五
人
削
減
し
三

κ
O
人
と
定
め
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
、
総
合
計
画
の
変
更
、

過
疎
地
域
振
興
計
画
の
変
史
、
農

業
共
済
事
業
の
事
務
費
の
賦
課
・

無
事
戻
金
の
支
払
い
・
農
作
物
特

別
積
藍
金
の
取
り
崩
し
等
、
町
営

L
地
改
良
事
業
の
施
行
な
ど
が
審

議
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
町
道
の
全
面
的
見
直
し

が
行
わ
れ
、
　
一
六
二
線
が
廃
止
の

対
象
と
な
り
、
新
た
に
一
二
八
路

線
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
月
二
卜
八
日
開
催
さ
れ
た
臨

時
議
会
に
つ
い
て
は
、
κ
月
号
に

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

店
街
”
の
テ
ン
ト
が
ず
ら
り
と
並

び
、
地
．
垢
の
占
年
や
婦
人
の
方
々

が
ふ
る
さ
と
の
料
理
を
味
わ
っ
て

も
ら
お
う
と
、
売
り
込
み
に
一
生

懸
命
で
し
た
．

　
こ
の
味
の
名
店
街
、
サ
ー
ビ
ス

の
甘
酒
、
ラ
ビ
ッ
ト
ス
ー
プ
の
他

に
、
け
ん
ち
ん
汁
、
ア
ン
ボ
、
お

は
ぎ
、
串
餅
、
焼
島
、
イ
カ
焼
き
、

焼
そ
ば
等
々
、
年
々
品
数
が
豊
富

に
な
る
よ
う
で
す
．

　
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
ア
マ
チ

ュ
ア
バ
ン
ド
”
M
M
M
”
の
生
演

奏
、
新
堀
学
園
の
ギ
タ
ー
演
奏
、

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
が
次
か
ら
次
へ
と

出
さ
れ
、
観
客
を
釘
付
け
に
し
て

い
ま
し
た
、

　
チ
供
達
は
．
姫
、
中
宝
さ
が
し
ゲ

ー
ム
”
や
ボ
ブ
ス
レ
ー
を
楽
し
み
、

新堀学園のギター演奏に大きな拍手

4月12日は県議会議員の投票日

みんなで投票してくださいノ
．
」r

大
八
は
酒
一
升
早
飲
み
リ
レ
ー
と
、

今
年
か
ら
始
め
た
”
牽
、
L
つ
な
引

き
”
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
酒
一
升
早
飲
み
リ
レ
ー
に
は
八

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
そ
の
早
さ
を

競
い
ま
し
た
が
、
ス
ト
ロ
ー
に
穴

が
開
い
て
い
る
た
め
、
な
か
な
か

思
う
よ
う
に
吸
う
こ
と
が
出
来
な
　
・

い
よ
う
で
、
観
客
の
笑
い
を
さ
そ
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

っ
て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
き

　
八
’
年
が
最
初
の
．
雪
L
つ
な
引
弓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

き
大
会
”
に
は
ト
一
チ
ー
ム
が
参
つ

加
。
牽
、
の
L
と
い
う
こ
と
で
色
々
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪

な
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
続
出
し
て
楽
し
・

い
大
会
で
し
た
．
結
果
は
大
ベ
テ
回

ラ
あ
奈
島
チ
去
の
貫
禄
勝
第

ち
、
や
っ
ぱ
り
強
い
で
す
ね
。
　
　
▼

　
来
年
の
カ
ー
ニ
バ
ル
に
期
待
し

ま
し
よ
う
。

鮎
．

蕪

子供達に餅つきのサービス“よいレよっと、

　
四
月
ト
ニ
日
（
H
）
は
、
県
議

会
議
員
の
投
票
H
で
す
。

　
東
頸
城
も
定
貝
一
名
に
対
し
二

名
の
立
候
補
者
が
あ
り
、
文
字
通

り
保
・
革
一
騎
打
ち
の
選
挙
と
な

り
ま
し
た
．

　
身
近
な
選
挙
で
す
か
ら
棄
権
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
み
ん
な
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
H
に
や
む
を
得
な
い
理
由

で
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は
、
不

布
者
投
票
が
出
来
ま
す
の
で
、
印

か
ん
を
持
参
し
て
役
場
へ
お
い
で

く
だ
さ
い
．

　
出
H
の
投
票
時
問
は
、
午
前
七

時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
の
で
、

人
場
券
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
人
場
券
が
届
か

な
か
っ
た
り
、
な
く
さ
れ
た
場
合

で
も
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
は
投
票
で
き
ま
す
の
で
、

係
に
巾
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
責
任
あ
る
一
票
、
大
切
に
！

♪
　
、
、貰

　▽
　　許
溝を
一＿、」レ

溝
ゆ

㍉
、
鶏
、

”
酒
一
升
早
飲
み
”

避ノ
、
　鍵鰯
聲“
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出
稼
ぎ
者
リ
ー
ダ
ー
会
議

　
四
月
二
十
二
日
、
午
後
一
時
三

十
分
よ
り
休
養
村
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
行
い
ま
す
。

出
稼
ぎ
帰
郷
者
の
求
職
受
領
に
つ
い
て
者
稲
篠
蘇
翫
欝
舗
㎜

▽
求
職
受
理
日
程

　
四
月
二
十
三
日
か
ら
と
し
、
木

曜
・
土
曜
・
祝
祭
日
を
除
く
日
の
、

午
前
八
時
四
十
分
ま
で
に
職
安
へ

出
頭
す
る
．

　
求
職
手
続
き
の
予
定
者
は
、
事

前
に
職
業
係
窓
口
で
求
職
希
望
日

を
告
げ
、
顔
写
真
を
貼
付
し
た
出

稼
者
手
帳
を
提
示
し
、
求
職
整
理

券
及
び
必
要
書
類
の
交
付
を
受
け

て
下
さ
い
。

▽
失
業
認
定求職受理日程

及び受理数

農
業
労
働

▽
一
般
作
業

　
男
　
女
▽
田
植
作
業

　
男
　
女
▽
稲
刈
作
業

　
男
　
女
▽
耕
運
機

▽
田
植
機

　
失
業
認
定
は
、
午
前
九
時
よ
り

役
場
で
行
い
ま
す
。

　
認
定
日
の
変
更
を
受
け
る
場
合

は
、
就
職
日
の
前
日
ま
で
に
（
木

曜
・
土
曜
日
は
さ
け
る
）
就
職
予

定
事
業
所
か
ら
雇
用
予
定
証
明
書

を
作
成
し
て
も
ら
い
、
午
後
一
時

に
職
安
へ
出
頭
す
る
。

　
又
、
就
職
予
定
日
が
金
曜
日
で

あ
る
場
合
は
水
曜
日
に
、
月
曜
日

で
あ
る
場
合
に
は
金
曜
日
に
認
定

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

そ　〃　五　〃　〃　〃　四
れ　　　月　　　　　　月

　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　一以　　　　　二一一一
降　　　＋＋＋＋

’受

理

六一八七四三日　日　日　日　日　日 日

〃五〃　〃　〃　五
　月　　　　　　月

き刃

鷺
疋

二十十十 年

＋三三三六六 月
日　日　ヒ】目　H　日 日

二　　　四四四
，Lr虚ρ

又

＋＋＋三十＋十
五．丘．’藍十 鉦五五

β梶

人　人　人　人人　人　人 ”数

職
エ
賃
金
決
定

一
般
作
業
は
一
〇
〇
円
の
引
き
上
げ

▽
、
、
ハ
イ
ン
ダ
ー

▽
除
雪
作
業

　
男

（
農
業
）

　
五
、
七
〇
〇
円

　
五
、
二
〇
〇
円

　
五
、
八
○
○
円

　
五
、
八
O
O
円

　
五
、
八
O
O
円

　
五
、
六
〇
〇
円

（
一
日
）

　
一
八
、
二
〇
〇
円

（
一
箱
）
四
三
〇
円

　
　
（
一
時
間
）

　
三
、
、
○
○
○
円

　
六
、
O
O
O
円

　
女
五
、
七
〇
〇
円

▼
ト
ラ
ク
タ
ー
（
十
ア
ー
ル
当
り
）

▽
田
耕
う
ん

　
o
整
備
田
　
　
四
、
一
〇
〇
円

　
○
未
整
備
田
　
四
、
五
〇
〇
円

▽
代
か
き

　
o
整
備
田
　
　
四
、
三
〇
〇
円

　
o
未
整
備
田
　
四
、
六
〇
〇
円

▽
耕
う
ん
・
代
か
き

　
○
整
備
田
　
　
六
、
一
〇
〇
円

　
o
未
整
備
田
　
六
、
七
〇
〇
円

▼
職
工
賃
金
　
　
（
全
職
種
）

▽
基
本
賃
金
　
　
一
〇
、
五
〇
〇
円

　
　
　
（
一
日
八
時
間
労
働
）

▽
冬
期
間
　
　
　
九
、
○
○
○
円

　
　
　
（
一
～
二
月
七
時
間
労
働
）

細
に
説
明
し
ま
す
の
で
　
リ
ー
ダ

ー
以
外
の
方
も
多
数
職
、
）
出
席
下
さ

い
。諺壌っ糎

　橘2凱
国保と年金

の届出をノ
脚巳，，．”闘剛闘9回盟■8・・闘■●膨9・噌．・・噌．陥9－6・旧9D．．旧，’

　
（
川
稼
ぎ
か
ら
帰
え
ら
れ
た
皆
さ

ん
、
大
変
ハ
、
）
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　
さ
て
、
出
稼
ぎ
先
で
各
種
保
険
．

年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
は
、
各

事
業
所
発
行
の
離
脱
証
明
書
と
印

カ
ン
を
持
っ
て
、
役
場
の
窓
口
で

圃
保
・
国
民
年
金
へ
の
加
入
乎
続

き
を
し
て
下
さ
い
。

　
⑬
の
保
険
証
を
持
っ
て
行
っ
た

方
は
、
す
み
や
か
に
役
場
に
返
｝
し

て
下
さ
い
．

機械設備の投資を計画されて

いる中小企業のみなさんへ！

．，9巳95じ．，1巳，，，．，，巳，，B9，59，巳じ響，，99，，．．，，8，，．11，3，9．，鵠，5，．＿．、闘5．一6…・・5田・・一・一巳・…一曹一・・・・…9“9・一・・一・9一曽皿皿一’’’”一鋸“帥’岨’5’9。G巳匿9”。鵬’齢’40…”D”岨鵬’”醐

標
準
小
作
料
の
改
訂
に
つ
い
て

・
農
地
の
小
作
料
に
つ
い
て
は
、

三
年
毎
に
そ
の
額
等
に
つ
い
て
見

直
し
を
行
う
よ
う
定
め
て
あ
り
、

本
年
は
改
訂
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
農
業
委
貝
会
で
は

二
月
に
貸
し
手
・
借
り
手
・
学
識

経
験
者
か
ら
な
る
小
作
料
協
議
会

を
開
催
し
、
内
容
を
検
討
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
結
果
的
に
は
別
表
の
と
お
り
す

、
べ
て
据
置
き
の
答
申
と
な
り
ま
し

（10a当り）ア、田の標準小作料

級　地 収　量 標準額 級　地 収　量 標準額

1級地 510kg 24，600円 4級地
420kg 12，700円

2級地 480kg 19，600円 5級地
390kg 9，700円

3級地 450kg 16，700円 6級地
360kg 7，000円

注）1級地は基盤整備田に限ります。

　
財
団
法
人
新
潟
県
中
小
企
業
振

興
公
社
で
は
、
中
小
企
業
の
み
な

さ
ん
が
必
要
と
す
る
新
鋭
機
械
設

備
を
．
長
期
・
低
利
の
割
賦
．
販
売
で

譲
渡
す
る
「
割
賦
、
販
売
方
式
に
よ

る
設
備
貸
与
」
な
ら
び
に
、
毎
月

均
等
の
リ
ー
ス
料
で
そ
の
機
械
設

備
を
利
用
で
き
る
「
リ
：
ス
方
式

に
よ
る
設
備
貸
与
」
　
（
昭
和
六
十

一
年
八
月
か
ら
創
設
）
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
六
十
二
年
度
の
申
込
受
付

開
始
は
、
三
月
一
日
か
ら
で
窓
口

は
、
役
場
振
興
課
で
行
い
ま
す
。

▽
制
度
の
概
要

一
、
割
賦
．
販
売
方
式
に
よ
る
設
備

　
貸
与
制
度

○
貸
与
額
　
二
〇
万
以
上
．
五
、
O

　
O
O
万
円
ま
で
。

○
貸
与
損
料
（
利
息
相
当
分
）

た
が
、
こ
れ
は
、
咋
今
の
農
業
状

勢
を
反
映
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。　
答
巾
は
県
と
の
協
議
も
了
し
、

農
業
委
貝
会
総
会
に
お
い
て
決
定

し
ま
し
た
。

　
尚
、
決
声
．
比
し
た
小
作
料
は
標
準

額
を
．
小
す
も
の
で
あ
り
、
個
々
に

は
従
来
の
通
り
貸
し
手
、
借
り
手

双
方
の
話
し
八
・
い
に
よ
り
決
め
て

も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　イ、畑の標準小作料（10、当り）

「識燈雪淵

　（注）但し販売だけを目的とする特殊畑は

　　　　これに含まれません。

　
年
五
。
ハ
ー
セ
ン
ト
及
び
年
．
五
・

　
．
五
。
ハ
ー
セ
ン
ト
。

O
．
返
済
期
間
　
四
年
半
又
は
六
年

　
半
、
及
び
七
年
。

※
貸
与
額
・
貸
与
損
料
な
ど
は
、

　
企
業
規
模
や
申
込
額
な
ど
に
よ

　
り
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

　
詳
し
い
事
は
振
興
課
ま
で
、
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
、
k
　
　
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画

盛
嗣

0

σ）まつのやま

ゆ
　
○

電

o
協
定
は
み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
交
通
事
故
防
止
の
た
め
あ
が
り
酒
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
め
ま
し
よ
う
。
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懸
雌
辮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ
蹴
顕
旧
し

　
　
　
　
　
　
　
．
．
蓬
鼠
謡
曲

　
　
　
　
　
　
　
悉
、
咽
転
篠
灘
諜
、

　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
．
一
激
、
ペ
ド
・
，
♪
、

免許更新

手続きについて

　
自
動
車
等
の
免
許
更
新
の
手
続

き
が
、
講
習
な
し
で
出
来
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
講
習
日
程

　
四
月
～
九
月
の
毎
月
第
三
金
曜

　
日
、
午
前
九
時
か
ら
十
一
時

▽
講
習
場
所

　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

▽
講
習
会
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
三

　
年
間
無
事
故
・
無
違
反
者
、
⑧

　
以
外
の
方
は
、
秋
の
特
例
更
新

　
時
に
講
習
を
受
け
る
こ
と
に
な

　
り
ま
す
。

▽
更
新
時
に
必
要
な
も
の

　
σ
免
許
証

　
○
県
証
紙
　
二
、
四
〇
〇
円

　
○
会
　
費
　
一
、
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
○
通
知
の
ハ
ガ
キ
を
必
ず
持
参

　
　
願
い
ま
す
．
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纈

ん
へ
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－
…
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建
■
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出
稼
ぎ
者
リ
ー
ダ
ー
会
議

　
四
月
二
十
二
日
、
午
後
一
時
三

十
分
よ
り
休
養
村
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
行
い
ま
す
。

出
稼
ぎ
帰
郷
者
の
求
職
受
領
に
つ
い
て
者
稲
篠
蘇
翫
欝
舗
㎜

▽
求
職
受
理
日
程

　
四
月
二
十
三
日
か
ら
と
し
、
木

曜
・
土
曜
・
祝
祭
日
を
除
く
日
の
、

午
前
八
時
四
十
分
ま
で
に
職
安
へ

出
頭
す
る
．

　
求
職
手
続
き
の
予
定
者
は
、
事

前
に
職
業
係
窓
口
で
求
職
希
望
日

を
告
げ
、
顔
写
真
を
貼
付
し
た
出

稼
者
手
帳
を
提
示
し
、
求
職
整
理

券
及
び
必
要
書
類
の
交
付
を
受
け

て
下
さ
い
。

▽
失
業
認
定求職受理日程

及び受理数

農
業
労
働

▽
一
般
作
業

　
男
　
女
▽
田
植
作
業

　
男
　
女
▽
稲
刈
作
業

　
男
　
女
▽
耕
運
機

▽
田
植
機

　
失
業
認
定
は
、
午
前
九
時
よ
り

役
場
で
行
い
ま
す
。

　
認
定
日
の
変
更
を
受
け
る
場
合

は
、
就
職
日
の
前
日
ま
で
に
（
木

曜
・
土
曜
日
は
さ
け
る
）
就
職
予

定
事
業
所
か
ら
雇
用
予
定
証
明
書

を
作
成
し
て
も
ら
い
、
午
後
一
時

に
職
安
へ
出
頭
す
る
。

　
又
、
就
職
予
定
日
が
金
曜
日
で

あ
る
場
合
は
水
曜
日
に
、
月
曜
日

で
あ
る
場
合
に
は
金
曜
日
に
認
定

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

そ　〃　五　〃　〃　〃　四
れ　　　月　　　　　　月

　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　一以　　　　　二一一一
降　　　＋＋＋＋

’受

理

六一八七四三日　日　日　日　日　日 日

〃五〃　〃　〃　五
　月　　　　　　月

き刃

鷺
疋

二十十十 年

＋三三三六六 月
日　日　ヒ】目　H　日 日

二　　　四四四
，Lr虚ρ

又

＋＋＋三十＋十
五．丘．’藍十 鉦五五

β梶

人　人　人　人人　人　人 ”数

職
エ
賃
金
決
定

一
般
作
業
は
一
〇
〇
円
の
引
き
上
げ

▽
、
、
ハ
イ
ン
ダ
ー

▽
除
雪
作
業

　
男

（
農
業
）

　
五
、
七
〇
〇
円

　
五
、
二
〇
〇
円

　
五
、
八
○
○
円

　
五
、
八
O
O
円

　
五
、
八
O
O
円

　
五
、
六
〇
〇
円

（
一
日
）

　
一
八
、
二
〇
〇
円

（
一
箱
）
四
三
〇
円

　
　
（
一
時
間
）

　
三
、
、
○
○
○
円

　
六
、
O
O
O
円

　
女
五
、
七
〇
〇
円

▼
ト
ラ
ク
タ
ー
（
十
ア
ー
ル
当
り
）

▽
田
耕
う
ん

　
o
整
備
田
　
　
四
、
一
〇
〇
円

　
○
未
整
備
田
　
四
、
五
〇
〇
円

▽
代
か
き

　
o
整
備
田
　
　
四
、
三
〇
〇
円

　
o
未
整
備
田
　
四
、
六
〇
〇
円

▽
耕
う
ん
・
代
か
き

　
○
整
備
田
　
　
六
、
一
〇
〇
円

　
o
未
整
備
田
　
六
、
七
〇
〇
円

▼
職
工
賃
金
　
　
（
全
職
種
）

▽
基
本
賃
金
　
　
一
〇
、
五
〇
〇
円

　
　
　
（
一
日
八
時
間
労
働
）

▽
冬
期
間
　
　
　
九
、
○
○
○
円

　
　
　
（
一
～
二
月
七
時
間
労
働
）

細
に
説
明
し
ま
す
の
で
　
リ
ー
ダ

ー
以
外
の
方
も
多
数
職
、
）
出
席
下
さ

い
。諺壌っ糎

　橘2凱
国保と年金

の届出をノ
脚巳，，．”闘剛闘9回盟■8・・闘■●膨9・噌．・・噌．陥9－6・旧9D．．旧，’

　
（
川
稼
ぎ
か
ら
帰
え
ら
れ
た
皆
さ

ん
、
大
変
ハ
、
）
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　
さ
て
、
出
稼
ぎ
先
で
各
種
保
険
．

年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
は
、
各

事
業
所
発
行
の
離
脱
証
明
書
と
印

カ
ン
を
持
っ
て
、
役
場
の
窓
口
で

圃
保
・
国
民
年
金
へ
の
加
入
乎
続

き
を
し
て
下
さ
い
。

　
⑬
の
保
険
証
を
持
っ
て
行
っ
た

方
は
、
す
み
や
か
に
役
場
に
返
｝
し

て
下
さ
い
．

機械設備の投資を計画されて

いる中小企業のみなさんへ！

．，9巳95じ．，1巳，，，．，，巳，，B9，59，巳じ響，，99，，．．，，8，，．11，3，9．，鵠，5，．＿．、闘5．一6…・・5田・・一・一巳・…一曹一・・・・…9“9・一・・一・9一曽皿皿一’’’”一鋸“帥’岨’5’9。G巳匿9”。鵬’齢’40…”D”岨鵬’”醐

標
準
小
作
料
の
改
訂
に
つ
い
て

・
農
地
の
小
作
料
に
つ
い
て
は
、

三
年
毎
に
そ
の
額
等
に
つ
い
て
見

直
し
を
行
う
よ
う
定
め
て
あ
り
、

本
年
は
改
訂
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
農
業
委
貝
会
で
は

二
月
に
貸
し
手
・
借
り
手
・
学
識

経
験
者
か
ら
な
る
小
作
料
協
議
会

を
開
催
し
、
内
容
を
検
討
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
結
果
的
に
は
別
表
の
と
お
り
す

、
べ
て
据
置
き
の
答
申
と
な
り
ま
し

（10a当り）ア、田の標準小作料

級　地 収　量 標準額 級　地 収　量 標準額

1級地 510kg 24，600円 4級地
420kg 12，700円

2級地 480kg 19，600円 5級地
390kg 9，700円

3級地 450kg 16，700円 6級地
360kg 7，000円

注）1級地は基盤整備田に限ります。

　
財
団
法
人
新
潟
県
中
小
企
業
振

興
公
社
で
は
、
中
小
企
業
の
み
な

さ
ん
が
必
要
と
す
る
新
鋭
機
械
設

備
を
．
長
期
・
低
利
の
割
賦
．
販
売
で

譲
渡
す
る
「
割
賦
、
販
売
方
式
に
よ

る
設
備
貸
与
」
な
ら
び
に
、
毎
月

均
等
の
リ
ー
ス
料
で
そ
の
機
械
設

備
を
利
用
で
き
る
「
リ
：
ス
方
式

に
よ
る
設
備
貸
与
」
　
（
昭
和
六
十

一
年
八
月
か
ら
創
設
）
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
六
十
二
年
度
の
申
込
受
付

開
始
は
、
三
月
一
日
か
ら
で
窓
口

は
、
役
場
振
興
課
で
行
い
ま
す
。

▽
制
度
の
概
要

一
、
割
賦
．
販
売
方
式
に
よ
る
設
備

　
貸
与
制
度

○
貸
与
額
　
二
〇
万
以
上
．
五
、
O

　
O
O
万
円
ま
で
。

○
貸
与
損
料
（
利
息
相
当
分
）

た
が
、
こ
れ
は
、
咋
今
の
農
業
状

勢
を
反
映
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。　
答
巾
は
県
と
の
協
議
も
了
し
、

農
業
委
貝
会
総
会
に
お
い
て
決
定

し
ま
し
た
。

　
尚
、
決
声
．
比
し
た
小
作
料
は
標
準

額
を
．
小
す
も
の
で
あ
り
、
個
々
に

は
従
来
の
通
り
貸
し
手
、
借
り
手

双
方
の
話
し
八
・
い
に
よ
り
決
め
て

も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　イ、畑の標準小作料（10、当り）

「識燈雪淵

　（注）但し販売だけを目的とする特殊畑は

　　　　これに含まれません。

　
年
五
。
ハ
ー
セ
ン
ト
及
び
年
．
五
・

　
．
五
。
ハ
ー
セ
ン
ト
。

O
．
返
済
期
間
　
四
年
半
又
は
六
年

　
半
、
及
び
七
年
。

※
貸
与
額
・
貸
与
損
料
な
ど
は
、

　
企
業
規
模
や
申
込
額
な
ど
に
よ

　
り
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

　
詳
し
い
事
は
振
興
課
ま
で
、
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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動
車
等
の
免
許
更
新
の
手
続

き
が
、
講
習
な
し
で
出
来
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
講
習
日
程

　
四
月
～
九
月
の
毎
月
第
三
金
曜

　
日
、
午
前
九
時
か
ら
十
一
時

▽
講
習
場
所

　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

▽
講
習
会
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
三

　
年
間
無
事
故
・
無
違
反
者
、
⑧

　
以
外
の
方
は
、
秋
の
特
例
更
新

　
時
に
講
習
を
受
け
る
こ
と
に
な

　
り
ま
す
。

▽
更
新
時
に
必
要
な
も
の
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〇
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．
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松
之
山
中
学
校
で
卒
業
式

坂詰校長かう卒業証書が！

　
松
之
山
中
学
校
の
第
四
十
回
卒

業
式
が
三
月
十
四
日
行
わ
れ
、
四

十
九
名
が
義
務
教
育
課
程
を
無
事

終
了
し
、
学
び
舎
を
後
に
し
ま
し

た
。
こ
の
日
は
浦
田
中
学
校
で
も

卒
業
式
が
行
わ
れ
、
十
三
名
が
卒

業
し
ま
し
た
。

　
松
之
山
中
学
で
は
、
卒
業
生
四

十
九
名
全
員
が
高
校
へ
の
進
学
を

希
望
し
て
い
る
と
の
事
で
、
過
去

に
例
が
な
い
よ
う
で
す
。

　
年
々
、
生
徒
数
が
少
な
く
な
り

淋
し
い
か
ぎ
り
で
す
が
、
地
元
の

高
校
へ
の
進
学
者
が
大
多
数
と
い

う
こ
と
で
、
高
校
側
も
特
別
に
｝

ク
ラ
ス
増
設
し
、
受
入
れ
準
備
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
頑
張

っ
て
下
さ
い
。

一1■囲

陛
、ノ

玄関を出た所には、職員が作ったアーチがあり、

卒業生を喜こばせていました。

、

、

！
バ
．
》

さ
と
会
員
に
つ
き
た
て
の
モ
チ
を
ブ
レ
ゼ
ン
ト

　
町
振
興
課
で
は
、
約
≡
δ
人

い
る
ふ
る
さ
と
会
員
に
対
し
、
笛

年
、
町
で
行
う
行
事
や
イ
ベ
ン
ト

ヘ
の
招
待
の
他
に
、
コ
シ
ヒ
カ
リ

や
夏
秋
ト
マ
ト
・
薬
草
・
し
め
縄

な
ど
送
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
、

つ
き
た
て
の
餅
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
包
み
に
、
白
餌
・
草
餅
・
豆

餅
が
、
そ
れ
ぞ
れ
十
枚
つ
つ
入
れ

ら
れ
、
色
合
い
も
良
く
つ
き
た
て

で
、
大
変
美
昧
し
そ
う
で
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

大
変
喜
こ
ん
で
い
た
だ
け
た
と
思

い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
会
員
は
、
山
鳩
ク
ル

r
フ
・
即
湘
蓬
ク
ル
ー
ブ
・
新
ふ

る
里
の
三
つ
の
班
に
分
か
れ
て
い

る
の
で
す
が
、
分
収
林
を
持
つ
て

い
る
人
、
畑
を
持
っ
て
い
る
人
な

ど
、
松
之
山
を
第
二
の
ふ
る
里
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
達
が
沢

山
い
る
そ
う
で
す
。

渉
’
　
、
4

　
炉

γ
　
ヴ
　
，

駄
　
ー

雪
上
に
く
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鯛
も

礁

3　笛年
春
の
火
災
予
防
運
動
が
始

ま
る
頃
に
な
る
と
、
雪
の
積
も
っ

た
山
肌
に
〃
火
の
用
心
”
の
文
字

が
大
き
く
書
か
れ
て
い
る
の
を
見

た
事
が
あ
り
ま
す
か
？

　
こ
れ
は
、
松
之
由
分
遣
所
と
松

代
分
遣
所
の
職
員
が
、
笛
年
協
力
・

工
夫
し
な
が
ら
制
作
し
て
い
る
も

の
で
、
場
所
は
池
尻
の
松
之
山
側

の
山
の
斜
面
を
利
用
し
て
書
か
れ

て
あ
り
、
白
い
雪
面
に
赤
い
文
字

が
鮮
や
か
に
浮
き
上
が
っ
て
見
え

ま
す
。

　
今
年
は
、
シ
ン
ホ
ル
マ
ー
ク
と

な
っ
て
い
る
象
の
マ
ー
ク
も
書
か

れ
て
あ
り
、
ビ
ー
ア
ー
ル
虚
満
点

の
出
来
あ
が
り
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

　
こ
の
文
字
は
、
雪
が
す
っ
か
り

消
え
る
ま
で
残
つ
て
い
る
の
で
す

が
、
こ
の
染
料
を
開
発
す
る
の
に

何
年
も
か
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
職
員
の
努
力
を
無
駄
に
し

な
い
よ
う
、
み
ん
な
で
火
の
用
心

に
心
掛
け
ま
し
よ
う
。

撃
＼さ憲

塵
　　　　1　　　　じ顧■騨膨』

今もくっきり残っていますよ！

文字が大ぎいから大変苦労するそうです。

4
小
谷
老
人
ク
ラ
ブ
が
■
だ
ん
ご
ま
き
」

お年寄りの手で“だんこ’“がまかれる。

　
小
谷
の
老
人
ク
ラ
フ
の
皆
さ
ん

は
￥
笛
年
三
月
十
五
日
に
、
お
釈

迦
様
の
冥
福
を
い
の
っ
て
行
わ
れ

る
「
だ
ん
ご
ま
き
」
を
、
部
落
か

ら
庵
主
様
が
い
な
く
な
つ
た
後
も

ず
っ
と
続
け
て
お
り
、
子
供
達
に

喜
こ
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
お
寺
の
あ
る
所
で
は
、
た
い
て

い
こ
の
「
だ
ん
ご
ま
き
」
が
行
わ

れ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
が
、
松
之

山
町
内
で
も
何
カ
所
も
な
い
そ
う

で
す
。

　
さ
て
今
年
の
小
谷
部
落
の
「
だ

ん
ご
ま
き
」
は
、
…
月
十
四
日
の

朝
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
当
は
十
五

日
な
の
で
す
が
、
臼
曜
日
で
水
梨

や
大
荒
戸
の
小
学
生
が
来
ら
れ
な

い
た
め
、
一
日
早
く
ま
く
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。

　
当
日
は
、
心
経
を
全
員
で
唱
え

た
後
、
前
日
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
役

員
と
お
ば
あ
さ
ん
達
が
作
っ
た
紅

臼
の
「
だ
ん
ご
」
と
飴
が
ま
か
れ

る
と
、
大
人
も
子
供
も
無
中
に
な

っ
て
拾
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
「
だ
ん
ご
し
を
身
に
偲
け

て
お
く
と
、
マ
ム
シ
に
樋
み
つ
か
れ

な
い
そ
う
で
す
。

、
こ
う
い
う
行
事
は
、
い
つ
ま
で
も

大
事
に
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

こんなにいっばい拾ったよ！
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松
之
山
中
学
校
で
卒
業
式

坂詰校長かう卒業証書が！
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四
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無
事

終
了
し
、
学
び
舎
を
後
に
し
ま
し
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。
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。
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希
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過
去
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。

　
年
々
、
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が
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地
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へ
の
進
学
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多
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い
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こ
と
で
、
高
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側
も
特
別
に
｝

ク
ラ
ス
増
設
し
、
受
入
れ
準
備
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
頑
張

っ
て
下
さ
い
。

一1■囲

陛
、ノ

玄関を出た所には、職員が作ったアーチがあり、

卒業生を喜こばせていました。

、

、

！
バ
．
》

さ
と
会
員
に
つ
き
た
て
の
モ
チ
を
ブ
レ
ゼ
ン
ト
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は
、
約
≡
δ
人
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、
笛

年
、
町
で
行
う
行
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や
イ
ベ
ン
ト

ヘ
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招
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他
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コ
シ
ヒ
カ
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夏
秋
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草
・
し
め
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て
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ま
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が
、
今
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つ
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ら
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ま
し
た
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包
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に
、
白
餌
・
草
餅
・
豆

餅
が
、
そ
れ
ぞ
れ
十
枚
つ
つ
入
れ

ら
れ
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て

で
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大
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そ
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た
。

　
ふ
る
さ
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会
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さ
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に
は
、

大
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い
た
だ
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と
思
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ま
す
。

　
ふ
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会
員
は
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山
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ク
ル

r
フ
・
即
湘
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ク
ル
ー
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新
ふ
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里
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三
つ
の
班
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分
か
れ
て
い

る
の
で
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が
、
分
収
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を
持
つ
て

い
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人
、
畑
を
持
っ
て
い
る
人
な

ど
、
松
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を
第
二
の
ふ
る
里
に

し
た
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と
思
っ
て
い
る
人
達
が
沢

山
い
る
そ
う
で
す
。
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と
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。
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「
美
人
林
し
が
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド
に
！

　
緑
色
の
公
衆
電
話
で
お
馴
染
み

の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
。
小
銭
が
な

い
と
き
な
ど
非
常
に
便
利
な
も
の

で
す
が
、
お
使
い
に
な
っ
た
こ
と

あ
り
ま
す
か
？
　
　
．

　
今
、
こ
の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の

人
気
は
も
の
す
ご
く
、
N
T
T
の

販
売
予
想
を
は
る
か
に
上
回
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
こ
の
人

気
の
ひ
と
つ
に
は
、
便
利
さ
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
枚
数
さ
え
ま
と

め
れ
ば
自
由
な
図
柄
の
カ
ー
ド
が

作
れ
る
と
い
う
点
も
、
あ
る
の
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
さ
て
今
度
、
凌
雲
閣
ホ
テ
ル
さ

ん
と
、
湯
本
の
十
一
屋
さ
ん
が
、

〃
美
人
林
”
を
図
柄
と
し
た
テ
レ

ホ
ン
カ
ー
ド
（
五
十
度
数
）
を
作

り
ま
し
た
。
フ
ナ
の
葉
の
緑
が
、

残
雪
の
中
で
映
え
て
い
る
非
常
に

美
し
い
絵
の
カ
ー
ド
で
す
。

　
枚
数
に
限
り
が
あ
る
そ
う
で
す

が
、
ほ
し
い
万
に
は
一
枚
九
百
円

で
譲
ら
れ
て
い
る
と
か
。

残雪の中のブナ林

　「美人林』のテレフォンカード

嚢
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震　　・、・

舗導煮△
㌘盛．黎
熱心に耳を傾ける町民の皆さん

地
域
お
こ
し
・
村
お
こ
し
講
演
会
に
多
く
の
町
民
が
参
加

　
一
二
月
二
十
日
、
自
然
休
養
村
管

理
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ

た
講
演
会
に
、
約
一
五
〇
名
の
町

民
が
参
加
し
、
こ
れ
か
ら
の
地
域

お
こ
し
村
お
こ
し
を
テ
ー
マ
と
し

た
講
演
を
熱
心
に
受
講
し
ま
し
た
。

　
講
師
の
一
人
、
全
国
地
域
情
報

セ
ン
9
1
の
高
橋
久
雄
氏
は
講
演

の
中
で
、
　
「
現
在
あ
る
地
域
資
源

を
徹
底
利
用
し
、
加
工
し
た
り
流

通
販
売
経
路
を
探
す
な
ど
す
れ
ば
、

ま
だ
く
道
は
あ
る
だ
ろ
う
一
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
も
う
皿
人
の
講
師
￥
山

形
県
の
小
国
町
企
画
課
長
の
小
野

精
『
さ
ん
は
、
　
「
目
然
と
調
和
し

た
活
力
あ
る
町
」
を
、
ま
ち
づ
く

り
の
墓
本
と
し
た
小
国
町
の
地
域

つ
く
り
の
経
験
を
話
さ
れ
、
町
の

規
模
や
形
態
は
違
っ
て
も
考
え
万

に
は
、
数
え
ら
れ
る
点
が
沢
山
あ

り
、
意
義
あ
る
貴
重
な
講
演
で
し

た
。
　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
講
演
や
研

修
の
機
会
を
多
く
持
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

講
師
高
橋
久
雄
氏

（

小講〉
野師
精

氏

（mまつのやま

町の人事異動62年度

助役に田辺誠二氏（前収入役）が就任

町
の
人
事
異
動

　
四
月
一
H
付
（
　
）
内
は
異
動
前

◎
特
別
職
（
就
任
）

▽
助
　
役
　
　
（
収
入
役
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
…
辺
　
誠
二

　
※
収
人
役
は
助
役
が
兼
掌
す
る
。

◎
役
場
一
般
職

▽
出
納
室
長
　
　
（
公
民
館
）

　
　
　
　
　
　
　
　
丸
林
哲
二

▽
社
会
教
育
係
長
　
　
（
税
務
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
茂
俊

▽
総
務
課
庶
務
係
　
　
（
福
祉
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
明
夫

▽
総
務
課
庶
務
係
　
　
（
会
計
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
布
施
　
政
チ

▽
産
業
課
農
政
係
　
　
（
庶
務
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
．
佐
藤
敬
一

▽
産
業
課
農
政
係
　
　
（
林
業
係
）

▽
産
業
課
土
地
改
良
係

係
）
　
　
　
　
樋
口

▽
産
業
課
土
地
改
良
係

係
）
　
　
　
　
田
辺

▽
住
民
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
ー

▽
住
民
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋

声，客肴謄1’『真 L健
子祉次木男

（
農
政
係
）

　
　
　
一
成

（
庶
務
係
）

　
　
宏
チ

▽
振
興
課
林
業
係

▽
総
務
課
財
政
係

▽
建
設
課
上
木
係

係
）

▽
出
納
室
会
計
係

係
）

▽
教
育
委
員
会

▽
診
療
所

（
財
政
係
）

ト
木
　
　
　
斤

！
季
　
　
　
　
　
－

震
政
係
）

1
』
＼
　
　
　
　
。
1
、
　
爾

－
　
　
　
　
1
じ

季
沙
　
　
ナ
　

（
上
地
改
良

本
山
敏
雄

（
土
地
改
良

小
野
塚
和
恵

（
総
務
課
）

保
坂
　
広
一

　　教
　　育

大委
見員
　　　会

征）

◎
新
採
用

▽
税
務
係
　
　
　
　
井
川
　
勝
博

　
保
育
所
保
母
異
動

▽
松
之
山
保
育
所
　
　
（
浦
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
左
屡
　
蔓
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
f
　
タ
　
　
　
　
ー

▽
松
里
保
育
所
　
　
（
布
川
）

　
　
　
　
　
　
　
　
松
沢
末
美

▽
布
川
保
育
所
　
　
（
松
之
山
）

▽
浦
田
保
育
所

◎
退
職

▽
村
山
　
正

　
診
療
所

▽
若
月
治
雄

▽
高
橋
チ
エ

就
任
の
あ
い
さ
つ

新
助
役

　
　
田
辺
誠
二
氏

3
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こ
の
度
助
役
を
拝
命
し
、
誠
に

光
栄
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
県
ド
は
じ
め
て
収
人
役
を

置
か
ず
、
収
人
役
事
務
を
助
役
が

兼
掌
す
る
と
い
う
町
条
例
が
制
定

さ
れ
、
小
職
に
課
せ
ら
れ
た
責
任

は
誠
に
重
大
と
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。
庵
よ
り
浅
学
非
オ
の
身
で
あ

り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様

の
一
層
の
ご
指
導
と
ご
鞭
提
を
い

た
だ
き
乍
ら
、
収
人
役
事
務
の
兼

掌
に
努
め
、
助
役
の
職
務
の
遂
行

に
一
生
懸
命
努
力
す
る
覚
悟
で
あ

り
ま
す
の
で
、
何
分
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

貸
付
利
率
が
引
き
下
げ

ら
れ
ま
し
た

　
国
民
金
融
公
庫
で
は
、
三
月

七
日
か
ら
、
貸
付
利
率
を
年
○
・

七
。
ハ
ー
セ
ン
ト
引
下
げ
、
年
五
・

五
。
バ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　
運
転
資
金
や
設
備
資
金
の
必

要
な
方
は
、
左
記
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
上
越
市
大
町
三
ー
二
ー
一

　
　
国
民
金
融
公
庫
高
田
支
店

　
費
〇
二
五
五
ー
二
四
ー
二
三

　
　
四
〇

労
働
保
険
料
の
申
告

納
付
は
お
早
目
に
！

　
昭
和
六
十
二
年
度
の
労
働
保

険
料
の
申
告
と
納
付
の
受
付
け

が
、
四
月
一
日
か
ら
五
月
十
五

日
ま
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
だ
手
続
き
が
終
っ
て
い
な

い
事
業
主
の
方
は
、
お
早
目
に

保
険
料
申
告
書
に
保
険
料
を
添

え
て
、
最
寄
り
の
銀
行
又
は
、

郵
便
局
に
申
告
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
十
日
町
労
働
基
準
監
督
署
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5
「
美
人
林
し
が
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド
に
！

　
緑
色
の
公
衆
電
話
で
お
馴
染
み

の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
。
小
銭
が
な

い
と
き
な
ど
非
常
に
便
利
な
も
の

で
す
が
、
お
使
い
に
な
っ
た
こ
と

あ
り
ま
す
か
？
　
　
．

　
今
、
こ
の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の

人
気
は
も
の
す
ご
く
、
N
T
T
の

販
売
予
想
を
は
る
か
に
上
回
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
こ
の
人

気
の
ひ
と
つ
に
は
、
便
利
さ
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
枚
数
さ
え
ま
と

め
れ
ば
自
由
な
図
柄
の
カ
ー
ド
が

作
れ
る
と
い
う
点
も
、
あ
る
の
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
さ
て
今
度
、
凌
雲
閣
ホ
テ
ル
さ

ん
と
、
湯
本
の
十
一
屋
さ
ん
が
、

〃
美
人
林
”
を
図
柄
と
し
た
テ
レ

ホ
ン
カ
ー
ド
（
五
十
度
数
）
を
作

り
ま
し
た
。
フ
ナ
の
葉
の
緑
が
、

残
雪
の
中
で
映
え
て
い
る
非
常
に

美
し
い
絵
の
カ
ー
ド
で
す
。

　
枚
数
に
限
り
が
あ
る
そ
う
で
す

が
、
ほ
し
い
万
に
は
一
枚
九
百
円

で
譲
ら
れ
て
い
る
と
か
。

残雪の中のブナ林

　「美人林』のテレフォンカード

嚢

6

震　　・、・

舗導煮△
㌘盛．黎
熱心に耳を傾ける町民の皆さん

地
域
お
こ
し
・
村
お
こ
し
講
演
会
に
多
く
の
町
民
が
参
加

　
一
二
月
二
十
日
、
自
然
休
養
村
管

理
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ

た
講
演
会
に
、
約
一
五
〇
名
の
町

民
が
参
加
し
、
こ
れ
か
ら
の
地
域

お
こ
し
村
お
こ
し
を
テ
ー
マ
と
し

た
講
演
を
熱
心
に
受
講
し
ま
し
た
。

　
講
師
の
一
人
、
全
国
地
域
情
報

セ
ン
9
1
の
高
橋
久
雄
氏
は
講
演

の
中
で
、
　
「
現
在
あ
る
地
域
資
源

を
徹
底
利
用
し
、
加
工
し
た
り
流

通
販
売
経
路
を
探
す
な
ど
す
れ
ば
、

ま
だ
く
道
は
あ
る
だ
ろ
う
一
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
も
う
皿
人
の
講
師
￥
山

形
県
の
小
国
町
企
画
課
長
の
小
野

精
『
さ
ん
は
、
　
「
目
然
と
調
和
し

た
活
力
あ
る
町
」
を
、
ま
ち
づ
く

り
の
墓
本
と
し
た
小
国
町
の
地
域

つ
く
り
の
経
験
を
話
さ
れ
、
町
の

規
模
や
形
態
は
違
っ
て
も
考
え
万

に
は
、
数
え
ら
れ
る
点
が
沢
山
あ

り
、
意
義
あ
る
貴
重
な
講
演
で
し

た
。
　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
講
演
や
研

修
の
機
会
を
多
く
持
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

講
師
高
橋
久
雄
氏

（

小講〉
野師
精

氏

（mまつのやま

町の人事異動62年度

助役に田辺誠二氏（前収入役）が就任

町
の
人
事
異
動

　
四
月
一
H
付
（
　
）
内
は
異
動
前

◎
特
別
職
（
就
任
）

▽
助
　
役
　
　
（
収
入
役
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
…
辺
　
誠
二

　
※
収
人
役
は
助
役
が
兼
掌
す
る
。

◎
役
場
一
般
職

▽
出
納
室
長
　
　
（
公
民
館
）

　
　
　
　
　
　
　
　
丸
林
哲
二

▽
社
会
教
育
係
長
　
　
（
税
務
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
茂
俊

▽
総
務
課
庶
務
係
　
　
（
福
祉
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
明
夫

▽
総
務
課
庶
務
係
　
　
（
会
計
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
布
施
　
政
チ

▽
産
業
課
農
政
係
　
　
（
庶
務
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
．
佐
藤
敬
一

▽
産
業
課
農
政
係
　
　
（
林
業
係
）

▽
産
業
課
土
地
改
良
係

係
）
　
　
　
　
樋
口

▽
産
業
課
土
地
改
良
係

係
）
　
　
　
　
田
辺

▽
住
民
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
ー

▽
住
民
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋

声，客肴謄1’『真 L健
子祉次木男

（
農
政
係
）

　
　
　
一
成

（
庶
務
係
）

　
　
宏
チ

▽
振
興
課
林
業
係

▽
総
務
課
財
政
係

▽
建
設
課
上
木
係

係
）

▽
出
納
室
会
計
係

係
）

▽
教
育
委
員
会

▽
診
療
所

（
財
政
係
）

ト
木
　
　
　
斤

！
季
　
　
　
　
　
－

震
政
係
）

1
』
＼
　
　
　
　
。
1
、
　
爾

－
　
　
　
　
1
じ

季
沙
　
　
ナ
　

（
上
地
改
良

本
山
敏
雄

（
土
地
改
良

小
野
塚
和
恵

（
総
務
課
）

保
坂
　
広
一

　　教
　　育

大委
見員
　　　会

征）

◎
新
採
用

▽
税
務
係
　
　
　
　
井
川
　
勝
博

　
保
育
所
保
母
異
動

▽
松
之
山
保
育
所
　
　
（
浦
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
左
屡
　
蔓
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
f
　
タ
　
　
　
　
ー

▽
松
里
保
育
所
　
　
（
布
川
）

　
　
　
　
　
　
　
　
松
沢
末
美

▽
布
川
保
育
所
　
　
（
松
之
山
）

▽
浦
田
保
育
所

◎
退
職

▽
村
山
　
正

　
診
療
所

▽
若
月
治
雄

▽
高
橋
チ
エ

就
任
の
あ
い
さ
つ

新
助
役

　
　
田
辺
誠
二
氏
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の
度
助
役
を
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命
し
、
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に

光
栄
に
存
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て
お
り
ま
す
。

　
今
回
県
ド
は
じ
め
て
収
人
役
を

置
か
ず
、
収
人
役
事
務
を
助
役
が

兼
掌
す
る
と
い
う
町
条
例
が
制
定

さ
れ
、
小
職
に
課
せ
ら
れ
た
責
任

は
誠
に
重
大
と
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。
庵
よ
り
浅
学
非
オ
の
身
で
あ

り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様

の
一
層
の
ご
指
導
と
ご
鞭
提
を
い

た
だ
き
乍
ら
、
収
人
役
事
務
の
兼

掌
に
努
め
、
助
役
の
職
務
の
遂
行

に
一
生
懸
命
努
力
す
る
覚
悟
で
あ

り
ま
す
の
で
、
何
分
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

貸
付
利
率
が
引
き
下
げ

ら
れ
ま
し
た

　
国
民
金
融
公
庫
で
は
、
三
月

七
日
か
ら
、
貸
付
利
率
を
年
○
・

七
。
ハ
ー
セ
ン
ト
引
下
げ
、
年
五
・

五
。
バ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　
運
転
資
金
や
設
備
資
金
の
必

要
な
方
は
、
左
記
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
上
越
市
大
町
三
ー
二
ー
一

　
　
国
民
金
融
公
庫
高
田
支
店

　
費
〇
二
五
五
ー
二
四
ー
二
三

　
　
四
〇

労
働
保
険
料
の
申
告

納
付
は
お
早
目
に
！

　
昭
和
六
十
二
年
度
の
労
働
保

険
料
の
申
告
と
納
付
の
受
付
け

が
、
四
月
一
日
か
ら
五
月
十
五

日
ま
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
だ
手
続
き
が
終
っ
て
い
な

い
事
業
主
の
方
は
、
お
早
目
に

保
険
料
申
告
書
に
保
険
料
を
添

え
て
、
最
寄
り
の
銀
行
又
は
、

郵
便
局
に
申
告
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
十
日
町
労
働
基
準
監
督
署
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まつのやま（切

国民年保険料

4月から79400円になります

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
四
月

か
ら
、
｝
カ
月
。

　
　
｛
疋
額
で
　
七
、
四
〇
〇
円

　
　
付
加
で
　
七
、
八
○
○
円

に
改
め
ら
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
制
度
は
、
老
齢
や
障

害
な
ど
に
よ
り
働
け
な
く
な
っ
た

と
き
に
、
年
金
に
よ
っ
て
生
活
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　
年
々
、
年
金
受
給
者
が
増
え
、

年
金
の
支
払
い
に
．
要
す
る
費
用
も

増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
毎
年
少
し
ず
つ
の
保
険

料
の
引
き
上
げ
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
．

　
保
険
料
が
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
は
、

加
入
者
に
と
っ
て
大
変
な
負
担
増

と
な
り
ま
す
が
、
年
金
制
度
を
健

全
に
運
営
し
て
い
く
た
め
、
軌
、
》
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
、

　
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
六
十
一
年
度
国
民
年
金
保
険
料

は
納
付
済
み
で
し
ょ
う
か
。
う
っ

か
り
納
め
忘
れ
、
そ
の
他
の
理
由

で
未
納
の
方
は
、
納
期
限
ま
で
に

必
ず
納
付
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

厚
生
年
金
保
険
法
の

　
適
用
事
業
所
の
拡
大

　
国
民
年
金
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
厚
生
年
金
保
険
法
の
適
用
事

業
所
が
拡
大
さ
れ
、
昭
和
六
十
二

年
四
月
一
日
か
ら
、
常
時
三
人
又

は
四
人
の
従
業
員
を
使
用
す
る
法

人
の
事
業
所
も
該
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
詳
し
い
事
は
、
上
越
社
会
保
険

事
務
所
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

定安

金年

犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射

四
月
二
十
三
日
～
二
十
四
日

　
年
一
回
の
犬
の
登
録
、
及
び
狂

犬
病
の
予
防
注
射
を
行
い
ま
す
の

で
、
犬
を
飼
育
し
て
い
る
人
は
必

ず
受
け
て
下
さ
い
。

◎
日
　
程

　
四
月
二
十
三
日
　
　
（
木
）

▽
中
立
山
集
落
セ
ン
タ
ー

　
午
前
十
時
～
十
時
十
、
五
分

▽
浦
囲
克
一
雪
セ
ン
タ
ー

　
午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時

▽
黒
倉
倉
庫
前

　
午
前
十
一
時
十
分
～
十
一
時
二

　
＋
分

▽
小
谷
十
一
屋
前

　
午
後
一
時
～
一
時
十
．
五
分

▽
上
川
手
公
会
堂

　
午
後
一
時
三
卜
分
～
一
時
四
卜

　
．
五
分

▽
坪
野
福
石
屋
前

　
午
後
二
時
～
二
時
十
五
分

▽
束
川
小
学
校
前

　
午
後
二
時
三
干
分
～
二
時
四
十

　
、
五
分

◎
四
月
二
十
四
日
　
　
（
金
）

▽
湯
山
営
林
署
前

　
午
前
十
時
～
十
時
二
卜
分

▽
湯
本
駐
車
場

　
午
前
十
時
三
十
分
～
十
時
四
十

　
五
分

▽
松
里
農
協
前

　
午
前
十
一
時
～
十
一
時
三
十
分

▽
役
場
前

　
午
後
一
時
～
一
時
三
十
分

◎
料
　
金

▽
一
頭
に
つ
き
、
四
、
七
〇
〇
円

　
（
登
録
料
二
、
一
〇
〇
円
、
注

　
射
料
二
、
六
〇
〇
円
）

◎
注
意
事
項

▽
印
か
ん
、
愛
犬
手
帳
を
持
参
し

　
て
く
だ
さ
い
．

▽
犬
は
丈
夫
な
ク
サ
リ
で
つ
な
い

　
で
来
る
よ
う
に
、
お
．
願
い
し
ま

　
す
。

▽
二
十
三
・
四
H
に
都
合
で
来
れ

　
な
い
人
は
、
二
十
二
日
ま
で
に

　
役
場
衛
生
係
ま
で
連
絡
し
て
下

　
さ
い
む
　
　
　
じ
パ
ラ
　
コ
　
ニ

⑬まつのやま

日
体
協
公
認
ス
ポ
ー
ツ

指
導
員
誕
生

　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
、
ブ
や
一
般
愛
好

者
に
技
術
指
導
や
グ
ル
：
プ
の
育

成
に
あ
た
る
「
ス
ポ
ー
ッ
指
導
員
」

の
養
成
は
町
で
も
行
い
、
町
公
認

ス
ポ
ー
ツ
指
導
貝
と
し
て
現
在
活

動
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
度
、
村
山
友
義
さ
ん
（
占
．
”
）

と
、
村
山
幸
夫
さ
ん
（
坪
野
）
の

二
人
が
、
日
本
体
育
協
会
主
催
の

指
導
員
養
成
講
習
会
に
出
席
し
、

専
門
教
科
（
、
、
ハ
レ
ー
、
ボ
ー
ル
）
四

〇
単
位
・
共
通
教
科
二
〇
単
位
を

そ
れ
ぞ
れ
履
修
し
、
松
之
山
町
で

は
初
の
日
本
体
育
協
会
公
認
ス
ポ

ー
ツ
指
導
員
の
資
格
を
取
得
し
ま

し
た
。

　
延
九
日
間
と
い
う
長
い
講
習
会

で
し
た
が
、
そ
の
成
果
は
今
後
の

指
導
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
．

ス
ポ
ー
ツ
障
害
保
険
の

加
入
に
つ
い
て

　
四
月
に
人
り
、
す
で
に
活
動
を

開
始
し
た
ス
ポ
ー
ヅ
ク
ラ
ブ
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
前
に
「
ス
ポ
ー

ツ
安
企
保
険
」
に
加
人
し
て
く
だ

さ
い
．

　
毎
年
数
人
の
方
が
、
こ
の
保
険

に
よ
り
保
償
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

事
故
や
ケ
ガ
は
思
い
が
け
な
い
時

に
お
こ
り
う
る
も
の
で
す
。
安
心

し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
よ
う

是
非
加
人
を
お
勧
め
し
ま
す
．

　
保
険
料
等
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
保
険
料
　
　
（
年
問
）

　
小
・
中
学
生
　
　
三
．
κ
O
円

高
齢
者
（
六
〇
歳
以
上
）

　
　
　
　
　
　
　
∵
ハ
O
O
円

　
一
隻
　
　
、
、
O
．
κ
O
円

　　　▽　　　　　　　　▽

財身賠死入通保一
物f本　　　　院院
賠賠償亡　11　H償殉
｛賞償　　　　　額額

、
二
〇
〇
円

三
、
八
O
O
円

、
二
〇
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万
円

　
　
　
　
　
五
、
O
O
O
万
円

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
万
円

※
申
込
み
・
悶
い
合
せ
先

　
町
公
民
館
奮
（
六
）
二
二
六
．
κ

体
育
施
設
の

利
用
に
つ
い
て

　
町
民
体
育
館
・
並
．
び
に
学
校
の

休
育
施
設
（
体
育
館
・
グ
ラ
ン
ド
）

の
（
疋
期
使
川
を
希
望
す
る
団
体
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
公
民
館
ま
で
、
、
｝

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
中
請
川
紙
が
あ
り
ま
す
。
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松之山温泉旅行記

　しと71，，tあアに　効経と度塩　れ　 しの鏡飛ち並浴旅　
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の
ム
コ
を
雨
、
の
中
に
投
げ
飛
ば
す

“
ム
コ
投
げ
”
と
、
ど
ん
ど
焼
き

の
ス
ミ
を
塗
り
つ
け
る
“
ス
ミ
塗

り
”
の
奇
祭
が
行
わ
れ
る
。
．
五
～

六
メ
ー
ト
ル
の
豪
牽
，
に
埋
ま
る
山

里
に
ひ
と
と
き
の
歓
声
が
ど
よ
め

く
。　

熱
い
温
泉
と
素
晴
ら
し
い
味
覚
、

そ
し
て
温
か
い
人
情
が
心
に
残
る

越
後
路
の
秘
湯
だ
っ
た
。

　
　
　
神
奈
川
県
逗
子
市
　
M

　
こ
れ
は
、
あ
る
新
聞
に
投
稿
さ

れ
た
も
の
な
の
で
す
が
、
こ
こ
を

訪
れ
た
人
達
に
、
こ
ん
な
に
喜
こ

ば
れ
て
い
る
松
之
山
の
自
然
と
人

情
。
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
た
い

で
す
ね
．
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国民年保険料

4月から79400円になります

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
四
月

か
ら
、
｝
カ
月
。

　
　
｛
疋
額
で
　
七
、
四
〇
〇
円

　
　
付
加
で
　
七
、
八
○
○
円

に
改
め
ら
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
制
度
は
、
老
齢
や
障

害
な
ど
に
よ
り
働
け
な
く
な
っ
た

と
き
に
、
年
金
に
よ
っ
て
生
活
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　
年
々
、
年
金
受
給
者
が
増
え
、

年
金
の
支
払
い
に
．
要
す
る
費
用
も

増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
毎
年
少
し
ず
つ
の
保
険

料
の
引
き
上
げ
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
．

　
保
険
料
が
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
は
、

加
入
者
に
と
っ
て
大
変
な
負
担
増

と
な
り
ま
す
が
、
年
金
制
度
を
健

全
に
運
営
し
て
い
く
た
め
、
軌
、
》
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
、

　
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
六
十
一
年
度
国
民
年
金
保
険
料

は
納
付
済
み
で
し
ょ
う
か
。
う
っ

か
り
納
め
忘
れ
、
そ
の
他
の
理
由

で
未
納
の
方
は
、
納
期
限
ま
で
に

必
ず
納
付
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

厚
生
年
金
保
険
法
の

　
適
用
事
業
所
の
拡
大

　
国
民
年
金
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
厚
生
年
金
保
険
法
の
適
用
事

業
所
が
拡
大
さ
れ
、
昭
和
六
十
二

年
四
月
一
日
か
ら
、
常
時
三
人
又

は
四
人
の
従
業
員
を
使
用
す
る
法

人
の
事
業
所
も
該
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
詳
し
い
事
は
、
上
越
社
会
保
険

事
務
所
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

定安

金年

犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射

四
月
二
十
三
日
～
二
十
四
日

　
年
一
回
の
犬
の
登
録
、
及
び
狂

犬
病
の
予
防
注
射
を
行
い
ま
す
の

で
、
犬
を
飼
育
し
て
い
る
人
は
必

ず
受
け
て
下
さ
い
。

◎
日
　
程

　
四
月
二
十
三
日
　
　
（
木
）

▽
中
立
山
集
落
セ
ン
タ
ー

　
午
前
十
時
～
十
時
十
、
五
分

▽
浦
囲
克
一
雪
セ
ン
タ
ー

　
午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時

▽
黒
倉
倉
庫
前

　
午
前
十
一
時
十
分
～
十
一
時
二

　
＋
分

▽
小
谷
十
一
屋
前

　
午
後
一
時
～
一
時
十
．
五
分

▽
上
川
手
公
会
堂

　
午
後
一
時
三
卜
分
～
一
時
四
卜

　
．
五
分

▽
坪
野
福
石
屋
前

　
午
後
二
時
～
二
時
十
五
分

▽
束
川
小
学
校
前

　
午
後
二
時
三
干
分
～
二
時
四
十

　
、
五
分

◎
四
月
二
十
四
日
　
　
（
金
）

▽
湯
山
営
林
署
前

　
午
前
十
時
～
十
時
二
卜
分

▽
湯
本
駐
車
場

　
午
前
十
時
三
十
分
～
十
時
四
十

　
五
分

▽
松
里
農
協
前

　
午
前
十
一
時
～
十
一
時
三
十
分

▽
役
場
前

　
午
後
一
時
～
一
時
三
十
分

◎
料
　
金

▽
一
頭
に
つ
き
、
四
、
七
〇
〇
円

　
（
登
録
料
二
、
一
〇
〇
円
、
注

　
射
料
二
、
六
〇
〇
円
）

◎
注
意
事
項

▽
印
か
ん
、
愛
犬
手
帳
を
持
参
し

　
て
く
だ
さ
い
．

▽
犬
は
丈
夫
な
ク
サ
リ
で
つ
な
い

　
で
来
る
よ
う
に
、
お
．
願
い
し
ま

　
す
。

▽
二
十
三
・
四
H
に
都
合
で
来
れ

　
な
い
人
は
、
二
十
二
日
ま
で
に

　
役
場
衛
生
係
ま
で
連
絡
し
て
下

　
さ
い
む
　
　
　
じ
パ
ラ
　
コ
　
ニ
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、
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日
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会

で
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成
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今
後
の
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と
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ス
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て

　
四
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に
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り
、
す
で
に
活
動
を

開
始
し
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ス
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ー
ヅ
ク
ラ
ブ
も
あ

り
ま
す
が
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そ
の
前
に
「
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ー

ツ
安
企
保
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」
に
加
人
し
て
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だ
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い
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毎
年
数
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の
方
が
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こ
の
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に
よ
り
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を
受
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お
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す
。

事
故
や
ケ
ガ
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思
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が
け
な
い
時
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う
る
も
の
で
す
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安
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て
ス
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ツ
を
楽
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め
る
よ
う

是
非
加
人
を
お
勧
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す
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す
る
団
体
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
公
民
館
ま
で
、
、
｝

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
中
請
川
紙
が
あ
り
ま
す
。

扮つと㌧、瀞

松之山温泉旅行記

　しと71，，tあアに　効経と度塩　れ　 しの鏡飛ち並浴旅　
評1，，1．　評1，，1．こ

毎　か　い　カ・ん　ツ　　’コ　カ書痛仲　の　泉浴　　’旅　い　野1　び　昇　び無館一一泉越　泉力・飯　冬

年つういか0）揚タあ’居おが槽さ館野ll，㌧の散る’料や本は後にら川の
一た配料けコげツる腰さ湯あのつに，鳥の舞つ源突の郵道’． 三着バ線越月　　。慮理雑　イ　た　で　そ　痛　ん　がふ　中　そ　着　コ　宝　台　て　泉　き　共便　0）谷名　い　ス　0）後
一1一　がは煮0）て0）う　’Olhれはくくケ庫でい塔・当1・i』フ，弓両llU湯たで1－L！各
’〔　身71，，tなlrの夕だ胃リつて’浴とシで’たかた浴’側のの〇六Hを
H　にかと露 天食O腸ユ放い無室71，、1．があ八（’らり場Lに小一　H町ヒ
に　しいが、煮ぷ0）　病1した色へか名りト謡はのな産1一盆つ　分で人
は　みう食’ら真　なマでo透急、く物’六曲’湯ど物軒地の　の下と
’　てち膳中とつ　どチす．．明い迎だ“∫種r熱煙が店0）に松　松中1旅
新　 うにに華ア最　 にやよ几0）だえ（）愛類松湯の・ンニ　’温あ之　 之oし婚れ”風ツ中 特神”卜食0ら　らも山が・ン：ち人泉る山　山こた

の
ム
コ
を
雨
、
の
中
に
投
げ
飛
ば
す

“
ム
コ
投
げ
”
と
、
ど
ん
ど
焼
き

の
ス
ミ
を
塗
り
つ
け
る
“
ス
ミ
塗

り
”
の
奇
祭
が
行
わ
れ
る
。
．
五
～

六
メ
ー
ト
ル
の
豪
牽
，
に
埋
ま
る
山

里
に
ひ
と
と
き
の
歓
声
が
ど
よ
め

く
。　

熱
い
温
泉
と
素
晴
ら
し
い
味
覚
、

そ
し
て
温
か
い
人
情
が
心
に
残
る

越
後
路
の
秘
湯
だ
っ
た
。

　
　
　
神
奈
川
県
逗
子
市
　
M

　
こ
れ
は
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あ
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新
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さ
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た
も
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の
で
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が
、
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を
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達
に
、
こ
ん
な
に
喜
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る
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の
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．
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4月10日～5月31日
　春はフェーン現象のために空気が大変乾燥し、火災の起こ

り易すい状態となります。

　大切な資源を守るため、火の取扱いには十分ご注意下さい。

又、山菜取りに入山される時はまだ残雪が多くあって、雪の

下は空洞となっており、転落、滑落の恐れがありますので注

意して下さい。

1、風の強い時は焚き火をしない。

2、たばこの投げ捨てはしない。

3、野焼きをするときは監視人をつけ、必ず消火を確認する。

4、火災とまぎらわしい煙を出すような場合は、事前に分遣

　所に届出をして下さい。

　　　　なくすな緑
　　　　　　　　なくそう山火事！

安価な魚を工夫して

いわしの蒲焼風（4人分）

　　　　戸籍の窓
　おめでた：
いわお

巖乙ちゃん　安藤泰広さんの二男‘（月　池）
なむや

直也ちゃん　高橋正史さんの長男（中尾）
ちさと

千里ちゃん　滝沢　宏さんの二女（天水越）

　おくやみ（男亡）

高橋愛子さん　　42歳（天水島）忠　助

高橋松次郎さん　83歳（天水島）豆腐屋

福原　勇さん　　60歳（中　尾）五郎院

樋ロコトさん　　83歳（田麦立）林

※2月26日から3月25日までの届け出分です。

（お詫び）前号のおめでたの中で、竹内淳輝

君の父親の氏名が誤っておりました。吉一さ

んが正しいので訂正させていただきます。

材　料

　いわし　　4尾

　小麦粉　　大さじ4杯
　油　　　　大さじ2杯

濯．

嗣

謹

さとう　　大さじ2杯
しょうゆ　大さじ3杯
酒・だし汁　各大さじ1．5杯

作り方

1、いわしは頭を取り、背開きにして内臓と骨を取る。

2、小麦粉をまぶし、フライパンに少し多めに油を取り両面
　を焼く。

3、だし汁にしょうゆ、さとう、酒をまぜ（2）の魚の上にふ

　りかける様にしてかける。

4、1度うら返してできあがり。

※青じその出る時期なら、ご飯の上にきざんだ青じそをふり、

　その上に“いわし、を乗せて食べてもおいしい。　（好みで、

　青じそのかわりに山椒でも良い）

◎肉・卵・いわしや豆腐を食べましょう！

　背の青い魚（いわし・さば・さんま等）や、大豆に含まれ

る不飽和脂肪配は、動脈硬化の予防に効果があるといわれて
います。

　「魚離れ」といわれる子供にも、是非どうぞ。
　　　　　　　たノしヨズくしつ
　肉・卵は良質の蛋白質が含まれています。肉一切、卵一ケ

は毎日食べでほしいものです。
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こんなときは零話局に

　　　お申し出ください

N　T　T安塚電報電話局

〉電話帳へののせかたを変えたいとき

　現在電話帳にのっているお名前を変えた
　いときや、屋号・称号・氏名・通称名など

　を追加してのせたいときはお申し出くださ

　い。追加してのせるときの掲載料は、追加

　1掲載につき（電話帳発行のつど）　500円

　です。

〉商売を始めたりやめたりしたとき

　　毎月の電話の基本料が変わります。お早
　めに電話局へお申し出ください。　（無料）

　　　　お問合せは　116番

　　　　　　　β
　　　　　　　　Oo商店b
　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　超田榔ン●
　　　　　　射「｛．確蘇．憲↑↑

　　　　　　望》し坑　　　　　こノ
　　　　　　咳更芦アソ5t
　　　　　　　，、ρ一やゾ岬ρ日
　　　　　　　アクγやヅ3θ298
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。
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、
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忘
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。
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療
を
続

け
て
か
ら
で
も
、
中
断
し
て
し
ま

う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
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2、たばこの投げ捨てはしない。
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福原　勇さん　　60歳（中　尾）五郎院
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君の父親の氏名が誤っておりました。吉一さ
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く
な
る
人
が
、
た
ま
に

お
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
人
は
例

外
と
し
て
も
、
何
回
か
治
療
を
続

け
て
か
ら
で
も
、
中
断
し
て
し
ま

う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、

今
迄
の
治
療
が
無
駄
に
な
り
ま
す

し
、
益
々
悪
化
し
ま
す
の
で
、
却

っ
て
大
が
か
り
の
治
療
が
必
要
に

な
り
、
日
数
も
治
療
費
も
か
さ
み

治
り
具
合
も
よ
く
な
い
と
い
う
事

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ず
っ
て
続
け
て
い
れ
ば
、
こ
ん

な
に
損
を
し
な
く
て
済
ん
だ
の
に

と
残
念
に
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
非

常
に
多
い
も
の
で
す
。

　
口
の
中
は
、
強
い
噛
む
力
や
、

細
菌
や
熱
い
も
の
冷
た
い
も
の
な

ど
、
色
々
な
刺
激
が
あ
り
ま
す
の

で
、
健
康
な
歯
や
歯
ぐ
き
で
も
病

気
に
な
る
訳
で
す
か
ら
、
ま
し
て

や
悪
く
な
っ
た
歯
を
そ
の
ま
ま
放

置
し
て
お
け
ば
、
ダ
メ
に
な
る
こ

と
は
、
ど
な
た
で
も
お
分
か
り
で

・態

6

歯
の
治
療
は
根
気
よ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
歯
科
医
師
会

歯
が
痛
く
て
苦
し
ん
で
、
休
日
　
　
し
ょ
う
。

す
ど
に
歯
科
医
院
に
駆
け
込
ん
で
、
　
　
で
す
か
ら
、
歯
を
抜
き
た
く
な

κ
置
が
済
む
と
ケ
ロ
リ
と
次
回
か
　
　
い
、
薬
は
飲
み
た
く
な
い
、
入
れ

ワ
行
か
な
く
な
る
人
が
、
た
ま
に
　
　
歯
は
い
や
だ
と
い
う
方
は
、
最
初

耐
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
人
は
例
　
　
に
む
し
歯
を
作
ら
な
い
様
に
注
意

π
と
し
て
も
、
何
回
か
治
療
を
続
　
　
を
し
、
で
も
、
出
来
た
か
ど
う
か

u
て
か
ら
で
も
、
中
断
し
て
し
ま
　
　
分
か
ら
な
い
の
で
定
期
健
診
を
受

ノ
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
け
、
も
し
出
来
て
い
た
ら
初
期
の

そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、
　
　
う
ち
に
治
療
を
済
ま
せ
て
お
く
の

コ
迄
の
治
療
が
無
駄
に
な
り
ま
す
　
　
が
最
良
の
方
法
で
す
。

し
、
益
々
悪
化
し
ま
す
の
で
、
却
　
　
　
も
し
転
勤
や
多
忙
な
ど
で
や
む

ヲ
て
大
が
か
り
の
治
療
が
必
要
に
　
　
を
得
ず
中
断
し
た
い
時
は
、
そ
の

は
り
、
日
数
も
治
療
費
も
か
さ
み
　
　
旨
を
歯
科
医
師
に
告
げ
て
、
そ
れ

m
り
具
合
も
よ
く
な
い
と
い
う
事
　
　
な
り
の
処
置
を
し
て
も
ら
っ
て
お

駄
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
い
て
、
必
ず
再
開
す
る
と
い
う
方

ず
っ
て
続
け
て
い
れ
ば
、
こ
ん
　
　
法
を
と
っ
た
方
が
良
い
と
思
い
ま

ば
に
頃
を
し
な
く
て
済
ん
だ
の
に
　
　
す
。
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5月i日現在　□総人ロ4，

（　）内は4月1日との比較

＿一←5旧鷲鞍辮3）
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広
報
ま
つ
の
や
ま
8
7
年
4
月
号
□
毎
月
－
回
10
臼
発
行

口
発
行
／
松
・
．
乱
山
町
台
㈲
3
1
3
1
　
　
□
編
集
／
議
会
事
務
局

響4・㌧　1十 年中組

ユンボがはたらいているところ　　なぐもけんくん

　
・
き

八
。
戸
’
臼

ネコとあそんでいるところ　　なぐもさとこさん

ロボットがたたかっているところ つましまりょうた

　　　　　くん

まつのやま（16）

よい子を守る

交通事故防止運動

4月6日～12日

◎スローガン

　止まろうね見ようね待とうね
　　　交差点

　4月に入り、新入園・新入学期を迎え、

まだ新しい環境に慣れない子供たちが沢さ

んいます。

例年、この時期に子供たちが関係した悲

惨な交通事故が多発しています。

　ドライバーも歩行者も、いつも以上に注

意が必要な時期です。松之山町内では、道

路の脇にまだ沢山の雪があり、見通しが悪

くなっています。

　1人ひとりが正しい交通ルールとマナー

を守り、子供の事故防止に努めましょう。

騨」編熱ぎ≧

撚舞．叢
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瀟r

　12　3　　2　▼　31　30　　　2928　　　27　　　2523　　　20　　　　　19　18　16　　　14　13　　　9　▼

　口日日四日目　「口1　日　HH　日　　日日日　日日　日三
　　　　月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月
ll県県馨の農民ル策議議ミ水各農演地会社労町社議老郡で議の
　　　　　　　　　　　二川小業会域生

委
員
協
議
会

業
委
員
会
総
会

予
定
挙
管
理
委
員
会

議
会
議
貝
選
挙
告
．
小

議
会
議
貝
選
挙
・
開
票

、
　
　
〕

惚
、
一
鷺

　
　
　
魁

麿
難
g
争
・

　
　
蹟

会
臨
時
会

4
回
ス
キ
ー
カ
i
ニ
バ

お
こ
し
村
お
こ
し
講

共
済
嘱
託
員
会
議

学
校
卒
業
式

麗
業
確
立
対
策
会
議

ト
マ
ト
栽
培
推
進
会

聖’，ζぎ”　一

で
き
ご
と

会
定
例
会
　
　
（
1
2
日
ま

）内
消
防
連
絡
協
議
会

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
会

会
福
祉
協
議
会
理
事
会

保
健
対
策
委
員
会

働
賃
金
協
定
会

会
福
祉
協
議
会
評
議
員

　
寒
く
厳
し
か
っ
た
冬
も
よ
う
や

く
終
わ
り
に
近
ず
き
、
松
之
山
に

も
新
緑
の
春
が
や
っ
て
来
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
出
稼
ぎ
に
行
か
れ
た
人
達
も
帰

っ
て
来
は
じ
め
、
町
に
に
ぎ
や
か

さ
が
戻
っ
て
来
る
こ
の
時
期
が
や

っ
ぱ
り
い
い
で
す
ね
。

　
冬
の
松
之
山
に
話
題
を
投
じ
た

”
豪
壷
，
塾
”
。
そ
の
第
二
弾
が
五

月
の
連
休
に
行
わ
れ
ま
す
。
名
付

け
て
”
山
菜
・
残
雪
塾
”
。
前
回

以
上
に
多
く
の
人
達
が
参
加
し
て
、

喜
こ
ん
で
く
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
頑
張
れ
浦
田
の
占
年
達
！

こ
よ
み

Q
」
ヨ

ー
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第
一
回
松
之
山
温
泉
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大

会
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